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1沿 革

己

●

本研究所 は,昭 和27年4月1日 発足 したのであ るが,そ の前身 であ り母胎 となった

ものは,昭 和5年 に創設 された帝国美術院附属美術研究所 である。

この美術研究所 は,大 正13年7月,故 帝 国美術 院長子爵黒 田清輝の遺言に より美術

奨励事業 のために出損 した資金 で遺言執行人が選択決定 した尊業 である。す なわ ち遺

言執行人代表伯爵棒 山愛輔 は,故 子爵 の遡志 にしたが って この資金で行 な うべき事業

の選定を伯爵牧野伸顕に一任 した。牧野伯画は帝国美循 院長福原鐘二郎お よび東京 美

術学校長正木直彦 とはか って諸方面 の意見 を徴 し,ま たわが国美術上 の必要 に照 らし

て次 の事業 を行 な うこ ととした。

(1)美 術 に関する基礎 的調査 研究機 関 として美術研究所 を設け ること。

(2)黒 田子爵 の作 品を陳列 して同子歯 の功績 を記念す ること。

(3)前 二項 の 目的を達 す るために適 当な建物 を造営す ること。

(4)事 業成立 の うえは一切これを政府 に寄附す ること。

昭和元年12月 この事業 を遂行 す るため委員会が設椴 され,東 京 美術学校長 正木 直彦

が委員長 に就任 し,美 術研究所蔀業 につい て來〕1(美彷学校教授 矢代 幸雄,黒 田子爵

作 品陳列につい て東京美術学校教授久米挫一・郎,同 岡田三郎助,同 和田英 作,同 藤

島武二お よび大給近清,建 築造営について兼京 美術学 校教授 岡田信一郎,会 計事務

につい て遺言執行人打 田伝吉 を各委員 として那務 を分掌進行 させ た。

昭和2年2月 美術研究所 準備 事業 を開始 した。

同年10月 東京市上野公園 内に鉄筋 コンク リー ト造,半 地階2階 建,延 面積1,192m2

の建物1棟 を起工 した。

同3年9月 前記の建物 が酸工 したので,美 術研 究所 開設のため必要 な備品,図 書,

写真等の研究 資料 を設 備 し,ま た館 内に黒 田子 爵記念室 を設 け,同 子爵 の作品 を陳

列 した。

同4年5月 遺言執 行人 代表者 樺山愛輔 は,建 物,設 備,研 究資料等一切の外に金15

万円をそえて帝 国美術 院長に寄附 を願 い出た。
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同5年6.月28日 勅令第125号 によ り帝国美術院に附属美術研究所 が置 かれ,東 京美

術学校長正木直彦が同研究所 の主事 に補せ られた。

同年10月17日 美術研究所 開所式 を挙行 した。

同7年1月 美術研究所 の研究成果発表機関誌 として,定 期刊行物 「美術研究」 を創

刊 した。

同年4月18日 株式会社 朝 日新 聞社 よ り明治大正美術史編纂費 として本年か ら向 う5

ケ年 間毎年5千 円,合 計2万5千 円を帝国美術院に寄附 したい との申出が あった。

同年5月26日 帝国美術院 はこの申出 を受理 した。

明治大正 美術 史編 纂委員会規程 を設 け,美 術研究所 は明治大正美術 史の編纂 に関す

る事務 を行 な うこ とに なった。

同9年10月18日 毎年10月18日 を開所 記念 日と定 めた。

同10年1月28日 鉄筋 コンク リー ト造,2階 建,延 面積129m"の 書庫が竣工 した。

同年4月 「日本美術年 鑑」の編纂 事務 を開始 した。

同年6月1日 勅令第148号 に より美術研究所官制が公布 された。

研究 資料閲 覧規程 を制定 し,閲 覧事務 を開始 した 。

同12年6月24日 勅令第281号 に よ り美術研究所官制 中改正 の件が公布 され,従 来,

帝国 美術院 に附置 されていたのを文部大 臣の直轄 に改 められた。

同年11月29日 美術研究所 長職 務規程,美 術研究所事務分掌規程が制定 された。

同13年2月12日 木造,平 家建,延 面積97m=の 写真室1棟 が竣工 した。

同19年8月10日 黒 田清輝 の作 品,な らびに写真原版 を東京都西多摩郡小宮 村谷 間家

倉庫 に疎開 した。

同20年5月28日 美術研究所 の図書,諸 資料全部を山形 県酒田市本町1丁 目本 間家倉

庫3棟 に疎開 した。

同年7月 ～8月 酒 田市本 間倉庫 に疎 開 した図書資料を爆撃の危険 を避 けるため,さ

らに酒田市外牧曾根村松沢世喜雄家倉庫,観 音寺 村村 上家倉庫,大 沢村後藤作之丞

家倉庫にそれぞれ分散疎 開 した。

同21年3月29日 酒 田市疎開中 の図書,諸 資料等の東京 向け発送 を終了 した。

同年4月4日 酒 田市疎開 中の図書,諸 資料等 が東京 に到着 し引揚 げを完了 した。

同年4月16日 東京都西多摩郡小宮村谷 間家倉庫 に疎開 中であった黒 田清輝作品 なら
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びに写真 原版 の引揚げ を完 了 した。

洞22年5月3日 美 術研究所官制 が廃止 され,国 立博物館官制が制定 された。美術研

究所 は同館の附属美術研 究所 となった。

同24年 本 年度 か ら科学研究費に よ り光学的方 法による美術品 の鑑識に関する研 究が

開始 され た。

伺25年8月29日 文化財保護 法の制 定に伴 い,美 術研究所は文化財保護委員会の附属

機関 となった。

同26年1.月31日 美術研究所 組織 規程(昭 和26年 文化財保護委員会規則第5号)が 定

められ第一研究部,第 二研究部,資 料部,庶 務 室が置 かれた。(昭 和25年8月29日

か ら適用)

、同27年4月1日 東京文化財研究所組織規程(昭 和27年 文化財保護委員 会 規 則 第4

号)が 定 められ,美 術部,芸 能部,保 存科学部,庶 務室の3部1室 が置 かれ,美 術

研究所組織規程 が廃止 され た。

伺 年7月1日 芸能部研究室 として東京芸術大学音楽学部邦楽科教 室2室 を同大学 か

ら借用 し,研 究 を開始 した。

同28年4月26日 保存科 学部研究室 は,国 立博物館保存修理課保存技術研究 室 として

昭和22年 発足 以来,東 京 国立博物館 地階 の1室 に置かれ てい たが,同 館構 内の倉 庫

132m2を 改造 の うえ移転 した。

1同29年7月1日 東京 文化財研究所組織規程 の一部が政正 され(昭 和29年 文化財保護

委員会規則第1号),東 京 国立 文化財研 究所 となった。

伺32年3月28日 東京 国立博 物館構 内に木造,外 部鉄網 モルタル塗,平 家建,8m2

の保存科学部の薬品庫が竣工 した。

伺 年11月30日 従 来の2階 建書庫 の うえに更に1階 を増築3階 建 とし,増 築分延面積

71m2が 竣工 した。

伺34年4月30日 国立文化財 研究所研 究受託規程(文 化財保護委員会告示第14号)が

定 められ,こ の年度か ら受託研 究が開始 された。

同36年9月16日 東京国立文化財 研究所組 織規程 の一部 が改正 され(昭 和36年 文化財

保護委員会規則第1号),従 来 の庶務室は庶務課 となった。

伺37年3月31日 東京国立博物館構内 に保 存科学部庁 舎 として,鉄 筋 コンク リー ト造

3



2階 建延面積662m2の 建物1棟 が竣 工 した。

同年7月1日 東京 国立文化財研究所 組織 規程 のY部 が改正 され(昭 和37年 文化財保

護委員会規則第1号),新 たに保存科学部 に修理技術研究室が置かれた。

同年7月20日 芸能 部研 究室は,保 存科学部庁舎 の竣工に伴 ない,旧 保 存科 学部庁 舎

に移転 した。

なお,昭 和5年 創 設当初は所長 は置 かれず,前 記の とお り東京美術学校長正木直彦

が美術研究所 主事 とな り,次 いで同6年11月25日 同校教授矢代幸雄 が主事 となった。

こえて同1-1日 美術研究所 の官制が公布せ られて同 日東京 美術学校長和 田英作

を所長事務取扱 とな り,同11年6.月22日 初め て矢代幸雄 が専任所長 となった。以後同

17年6月29日 田中豊蔵(所 長 事務取扱 か ら同22年8月16日 所長 に),同23年5月11日

福 山敏男(所 長代理),同24年8月s1日 松本栄一,同27年4月1日 矢代幸雄(所 長事

務代理),同28年11月1日 田中一松 らが所長 とな り,昭 和40年4月1日 か らは関野克

がそのあ とをつい で,今 日にいた っている。
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II機 構 と 規 模
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1機 構

東京 国立 文化財 研究所 は,1課 と3部 より成 り,庶 務裸 は,庶 務 ・会計の2係 に分

か れ,部 は研究 の便宜上,こ れ を美術 ・芸 能 ・保存科学 の3部 に分 け,各 部には室が

置 かれ てい る。

一庶 務 係

所 長一

一庶 務 測
一会 計 係

一第 一 研 究 室

一美 術 部十 第二研究室

一芸 剛

一保存科学部一

関 係 法

文化財保護法(昭 和25年5月30日 法律第214号)抜 すV・

(附属機関)

第20条 委員会 の附属機 関と して,文 化財専 門審議会,国 立博物館及び国立文化財

研究所 を置 く。

(国立文化財研究所)

第23条 国立文化財 研究 所は,文 化財 に関す る調査 研究,資 料の作成 及びその公表

5

一資 料 室

一演 劇 研 究 室

一音楽舞踊研究室

一郷土芸能研究室

一化 学 研 究 室

一物 理 研 究 室

一生 物 研 究 室

一修理技術研究室

規



「

を行 う。

2国 立文化財研究所の名称及 び位置 は,左 の通 りとす る。

名 称 位 置

東京国立文化財研究所 東 京 都

奈良国立文化財研究所 奈 良 市

3国 立文化財研究所 には,支 所 を置 くことができる。

4国 立文化財研究所及びその支所の内部組 織は,委 員会 規則 で定 める。

(従前 の国立博物館)

附則第124条 略

2こ の法律 に基 く東京国立文化財研 究所 は,従 前 の国立博物館附 置の美術研究所

の所掌 した調査研究 と同一の ものについては,「 美術研究所 」の名称 を用 いるこ

とが できる。

東京国立文化財研究所組職規 程(昭 和27年3月25日 文化財保護委員会規則簾4脅)

(沿革)昭 和29年6月29日 文化財保護委員会規則第1号 改正

昭和36年9月15日 文化財保護委員会規則第1号 改正

昭和37年6月22日 文化財保護委員会規則第1号 改正

昭和38年4月10日 文化財保護委員会規則第3号 改正

(東京国立文化財研究所 の組織)

第1条 東京国立文化財研 究所 の所掌事務 を分掌 させ るため,庶 務躁及び次の三湿

を置 く。

美術部

芸能部

保存科学部

(庶務課 の所掌事務)

第2条 庶務課 におい ては,次 の事務 をつか さどる。

一 別 に文化財保護委員会か ら委任 を受 けた範囲 にお ける職員 の人事 に関す るこ

と。

二 公文書類 の接受及び公印 の管守 その他庶務 にに関す るこ と。
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II機 構 と 規 模

三 経費及び収入の予算,決 算その他会計に関すること。

四 行政財産及び物品の管理に関すること。

五 職員の福利厚生に関すること。

六 前各号に揚げるもののほか,他 の所掌に属しない事務を処理すること。

(美術部の三室及び所掌事務)

第3条 美術部に,美 術部の所掌事務を分掌させるため,第 一研究室,第 二研究室

及び資料室の三室を置く。

2第 一研究室においては,わ が国の上代,中 世及び近世の美術並びに東洋美術の

調査研究並びにその結果の公表に関する事務をつかさどる。

3第 二研究室においては,わ が国の近代及び現代の美術並びに西洋美術の調査研

究並びにその結果の公表に関する事務のほか,黒 田記念室に関する事務をつかさ

どる。

4資 料室においては,美 術研究資料の作成,収 集,整 理,保 管,公 表及び閲覧

並びに美術研究資料に関する写真の作成及びその原板の保管並びにエックス線写

真,赤 外線写真,紫 外線写真その他の特殊写真による美術の研究に関する事務を

つかさどる。

(芸能部の三室及び所掌事務)

第4条 芸能部に,芸 能部の所掌事務を分掌させるため,演 劇研究室,音 楽舞踊研

究室及び郷土芸能研究室の三室を置く。

2演 劇研究室においては,演 劇及びその保存に関する調査研究並びにその結果の

公表に関する事務をつかさどる。

3音 楽舞踊研究室においては,音 楽及び舞踊並びにその保存に関する調査研究並

びにその結果の公表に関する事務をつかさどる。

4郷 土芸能研究室においては,郷 土芸能及びその保存に関する調査研究並びにそ

の結果の公表に関する事務をつかさどる。

(保存科学部の四室及び所掌事務)

第5条 保存科学部に,保 存科学部の所掌事務を分掌させるため,化 学研究室,物

理研究室,生 物研究室及び修理技術研究室の四室を置く。

2化 学研究室においては,文 化財及びその保存に関する化学的及び分析的調査研

7



究並びにその結果 の公表 に関す る事務 をつか さどる。

3物 理 研究室 においては,文 化財及 びその保 存に関する物理学的調査研究並 びに

その結 果の公表 に関 する事務 をつか さどる。

4生 物研究室 においては,文 化財及 びその保 存に関する生物学的調査研究並 びに

その結果の公表 に関する事務 をつか さどる。

5修 理技術研究室においては,文 化財 の修理 に関する科学的,技 術的調査研 究及

びそ の結果の公表に関する事務 をつ かさ どる。

(所 長)

第6条 東京国立文化財 研究所 に所 長を置 く。

2所 長は,所 務 を総 理す る。

附 則

1こ の規則は,昭 和27年4月1日 か ら施行す る。

2美 術研究所組 織規程(昭 和26年 文 化財保護委員会規則第5-f)は,廃 止 す る。

附 則(昭 和29年6月29日 文化財保護委員会規則第1号)

この規則は,昭 和29年7月1日 か ら施行 する。

附 則(昭 和36年9月15日 文化財保護委員会規則第1号)

この規則は,昭 和36年9月16日 か ら施行 する。

附 則(昭 和37年6月22日 文化財保護委員会規則第1}})

この規則 は,昭 和37年7月1日 か ら施行する。

附 則(昭 和38年4月10日 文化 財保 護委員会規則第3号)

この規則 は,公 布 の 日か ら施行 し,昭 和38年4月1日 か ら適用す る。

r

ゐ

,

2土 地 ・建物

曜

東京都 台東区上野公園12番53号 の建物 を本館 とし,同13番9号 の建物2棟 をそれぞ

れ保 存科学部庁舎 ・芸能部庁舎 として使用 してい る。

本 館は,昭 和3年9月 に竣工 した旧美術研究所 の建物 で,所 長室,庶 務課 の事務室,

美術 部の各研究室及び黒 田記念室等 とな ってい る。なお,本 館敷 地内には書庫,写 真

室及び車庫 の3棟 が附設 され てい る。

8



II機 構 と 規 模

保存科学部庁 舎は,昭 和37年3月 に建 てられ,す べ て同部の各研究室,実 験室及 び

ア トリエ となってい る。

芸能 部庁 舎は,東 京国立博物 館の建物 を一 時借用 しているもので ある。

本館,保 存科 学部庁 舎及 び芸能部庁 舎の敷 地及 び建物 の面積は,次 の と お りで あ

る。

,

建 物 の 名 称

1.

2

3

本 館 庁 舎

本 館

書 庫

写 真 室

車 庫

保存科学部庁舎

芸 能 部 庁 舎

計

建面積

㎡

468

68

118

27

347

132

1,160

}

延面稗 構

㎡

造

1,192

205

118

27

672

132

2,39611

鉄筋 コンクリー ト造
地 下1階,地 上2階
鉄筋 コンクリー ト造
地 上3階

木造,平 家建

木 造モル タル塗,平

家延鉄筋
コンクリー ト造

地 上2階

木 造,平 家建

舷
"

伍 考

渡廊下を含む

渡廊下を含む

敷 地

一'痘

1,457

薬品庫を含む 東京国立博物

瀞 駝 賭物 館か・翻
1,457

3予 算

歳出予算額

s

＼ 一 費 目＼
年 度 ＼ 一_

度

度

年

年

-
▲

ウ
臼

4

4

nμ

nμ

禾

矛

昭

昭

人 件 費 事 業 費

千 円
48,246

55,136

千 円
21,881

32,411

合 計

弾 「

70,127

87,547

o

科学研究費補助金交付決定額

＼ 種別 機関研究＼
年度 ＼ 糊 金
昭 和41年 度

昭 和42年 度

件
1

2

額

千 円

1,050

3,980

各 個 研 究

糊 金
件3

5

額

千円
360

620

総合研究 合 計

懲1金 額 倒 金 額

件1

2

千 円 件
1.2005

2.4009

千 円
2,610

7,000

9
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本 館

暗
写 冤

(地 階)

場

革

佃

電

r-一 一

協

室

長
＼ ＼

＼

害

'

lx

研

究

室

倉

庫
一 一

研

究

r

研

究

_璽 ⊥;{{⊥ ・

事
務M

図l

d業
務

n一

研

究

犠

鵬

璽 ト ー

一

研

究

+y%

=

.ρ

'O

i2

冒'㎜ 脈

冒

餐

'

(1階)

室

研

究

畏{モ

室 宛

念

(注)害 原3階

は2階 に同じ

r

6

(2階)

10



Ⅱ 機 構 と 規 模

芸 能 部 庁 舎

保存科学部庁舎

6

(1 階)

9

陶

例履コ

ドラ7卜!監

化字研究室

真

蜜

写

暗

前室

7・ぺ,ト'噴

一

鼎
蹴

層巽寛

化 掌

x験 室

幅 團室

生物研究室

柵

物理㎎泣

門
壁

物環研究竃

アトリエ

C2 階)

注 各庁舎の縮尺不同

11



機 関 研 究

明治以降 日本 東洋 美術 史学の発達 に関す る研究(41)

同(42)

歌舞伎 の演 出 ・技法 の研究(42)

各 個 研 究

大谷探検隊将来品の研究(41)

岡倉天心の伝記資料の調査研 究(41)

遺跡 の保存処置 に関す る研究(41)

古筆手鑑の研究(42)

西本願寺三十六人集 を中心 とす る平安朝の

絵画的料紙装飾 の研究(42)

鎌倉時代鋳金技法 の研究(42)

能の小段構成 の研究(42)

油絵の劣化 及び科学的保存法(42)

総 合 研 究

平安時代初期様式 の成立過程に関す る研 究(41)

同(42)

近 世初期 日本洋風美術 の研究(42)

円

50

00

80

千

ゆ

6

β

¶
⊥

り0

修

雄政

田

山

高

同

浦

上 野 ア キ

関 千 代

岩 崎 友 吉

田 村 悦 子

江 上 緩

立 田 三 朗

横 道 萬里雄

見 城 敏 子

田高

同

岡

修

畏三郎

13U

llO

l1U

130

130

130

13U

100

1,200

1,200

1,2UU

t

?

12



1定 員

皿 職 員

¶

文部省定員規則(昭 和36年6月6日 文省令第14号)抜 す い

国家行政組織法(昭 和23年 法律第120号)第22条 の2の 規定 に基づ き,文 部 省定 員

規則 を次 のよ うに定 める。

文部省定員規則

文部省 の各内部部局,各 所轄機関(文 部 省設 置法(昭 和24年 法律第146号)第14条

に掲げ る国立学校以外 の各機関 をい う。)及 び 各附属機 関の定員 は,次 の とお りとす

る。

外 局

区 ～一 一一協 定'則 備上 翔

文化騰 委員会 附属蜘 東・1醐 化財欄!・9人i{

附則 略

昭和41,42年 度 の職 種別 予箕定 員は次の とお りである。

●

詐 葬～摩」
ゆ

　

な

　

な

ゆ

ゑ

　

　

　

　

　

　

　

　

ぬ

∵

繍
熱
究
難
究
鰍

課

課

係

専

一

技

所

部

室

研

研

行

行

研

41年 度

49人

15

1

1

2

a

9

2

2

32

1

4

8

18

1

42年 度

49人

15

1

1

2

2

9

2

2

32

1

5

7

1s

1

13



-
1

◎

耐

ロ

貝

 

職現2

　
謝

君

霧

鰯
質

盆

"
謂

鑑

譜

趾

銅
嬬

m
漏

猫

催

姶

妊

軋

器

器

鍛

菰

瞼

舘

鉱

瞼

皿

肌

飢

皿

訟

瞼

舘

狙

鎗

凪

訟

菰

9

坦㌘

克
繭
親

葬

薫
犠

露

修
浬
孝
幕

醐
難

難

満
鞭

㈱

低

野

島

川

江

田

本

田

谷

釜

村

田

田

上

沢

村

川

田

山

本

里

川

関

野

音

藤

羽

松

友

高

大

本

角

高

川

柳

田

猪

宮

戸

秋

岡

関

坂

陰

中

長

長

佐

員

長

　名

補

弓

職

長

F

.
　

所

課

課

専

係

(官 名)

文部 技官

文部事務官

//

分)(区

課務庶

員

員

長

務

務

警

用

係

〃

〃

〃

11

係務庶

〃

11

〃

文部事務官

//

 

係計

〃

会

員

長

長

務事

部

室

文 部 技官

//

〃

〃

〃

〃

〃

部

室究

"

術

研

"

一第

美

〃

〃

〃

〃

非常勤研究員

室 長文部 技 官

〃

第 二 研 究 室

長室

〃

〃

〃

〃室

〃

〃

〃

料資

14



[

燭

9

(区 分)

資 料 室

n

rr

ii

//

it

ノノ

ii

//

ノ

術

,

能

美

芸

部

部

演 劇 研 究 室

//

//

音楽舞踊研究室

//

a

郷土芸能研究室

ii

保 存 科 学 部

化 学 研 究 室

//

rr

物 理 研 究 室

//

ii

生 物 研 究 室

(官 名)

文部 技官

//

ii

//

//

rr

//

//

it

文部 技官

ii

文部技官

ii

文部技官

//

文部 技 官

官技

〃

部文

11

11

〃

〃

〃

官技部文

(職 名)

(写 真)

ii

it

主任研究官

//

部 長

室長事務取扱

事 務 員

調査研究員

室 長

調査研究員

室 長

調査研究員

部長事務取扱

室 長

室 長

室長事務取扱

皿 職 員

(氏 名)

上 野 ア キ

田 実 栄 子

永 雄 ミ エ

辻 惟 雄

江 上 緩

関 口 正 之

橋 本 弘 次

市 川 和 正

野久保 昌 良

久 野 健

中 村 傳三郎

浦 山 政 雄

浦 山 政 雄

前 嶋 茂 子

宮 本 瑞 夫

横 道 萬里雄

佐 藤 道 子

山 路 興 造

三 隅 治 雄

仲 井 幸二郎

関 野 克

岩 崎 友 吉

樋 口 清 治

門 倉 武 夫

登 石 健 三

見 城 敏 子

石 川 陸 郎

関 野 克

(発 令年月日)
17.11.3

23.3.31

23.9.3

37.6.1

38.5.1

42.2.1

21.6.15

30.?.1

36.10.1

20.5.31

22.10.1

27.10.1

27.10.1

39.7.1

41.5.1

28.3.16

30.5.16

42.4.1

27.10.1

41.5.1

27.4.1

27.10.1

37.11,1

32,5,1

27.10,1

29,9,1

32,4.15

37.10.1

15



r

(区 分)(官

ii

修理技術研究室

//

//

保 存 科 学 部

3旧 職 口

(退職,転 任時の官職)

美 術 部 長

美術部第二研究室文部技官

美術部第一研究室技術員

所長事務代理

美術部資料室文部技官

庶 務 室 雑 仕

rr

美術部資料室技術員

美術部第一研究室文部技官

芸能部長(併 任)

美術部第二研究室技術員

美術部文部技官(併 任)

美 術 部 長

庶務室庶務係長

美術部資料室文部技官

庶務課庶務係長

庶務課文部事務官

美術部第一研究室長

美 術 部 長

16

名)(職 名)(氏

調 査 研 究 員 江 本

文 部 技 官 室 長 立 田

〃 中 里

〃 茂 木

文 部 技 官 主 任 研 究 官 江 本

貝(II;;和251三8)]^'ll和43年3刀)

松

河

鈴

矢

持

吉

諸

山

大

加

池

新

福

加

小

安

長

熊

田

(氏

本

北

木

代

丸

野

星

田

串

藤

田

山

藤

沢

岡

沢

谷

沢

一

明

也

雄

夫

七

ル

ニ

夫

之

子

男

男

之

志

潤

夫

夫

坦

紛

短

栄

倫

友

幸

一

茂

ハ

桂

純

成

涼

規

敏

輝

健

朝

宣

　

ユ

　

　

　

　

令
日

゜

°

°

°

5

0

1

7

4
.

　
　

ユ

発
年

阻

鉱

鍬

鍛

皿

　

　

数

朗

克

曙

理

　名

義

三

寿

義

(在 職 期 間)

肖II;{24.8.31

至 〃27。10.1

肖ll;{18.1.15

認Σ 〃27.10.16

r1昭28.1.1

至 〃28,2.1

白II(27.4.1

至 〃28.11.1

1'iIl;」22.6,1

託Σ 〃29,3,18

白 昭21.11.30

蚤三 〃29.12.31

自1昭20.5.15

i?n29.12.31

自ll召29。2.1

三f'〃30.2.15

白uii14.4,1

≡賀 〃30.7.14

自Ili27.10.1

至 〃32.6.16

自 昭22.6.16

至 〃33.6.30

自 昭2210.21

至 〃343.31

自 昭235.11

至 〃344,16

自 昭27101

至 〃341116

自 昭26.41

至 〃36.331

自 昭34.1116

至 〃36.101

自 昭29.516

至 〃36.1116

自 昭19.10.1

至 〃37.3.31

自 昭34.6.4

至 〃37.4ユ5

P

←



q

鳥

(退職,転 任時の官職)

芸能部長(併 任)

美術部第一研究室長

庶務 課警務員

保存科学部修理技術研究室長

庶務課庶務係長

芸能部演劇研究室事務員

庶務 課事務員

所 長

庶 務 課 長

保存科学部物理研究室研究員(非 常勤)

美術部文部技官(併 任)

//

//

庶務課作業員

庶務課事務員

庶務課警務員

美術部第二研究室長

芸能部演劇研究室研究員(非 常勤)

芸能部郷土芸能研究室研究員(非 常勤)

芸能部演劇研究室研究員(非 常勤)

庶務課課長補佐

美術部第一研究室長

庶務課文部事務官

芸能部演劇研究室研究員(非 常勤)

下

伊

鶴

毛

鬼

玉

長

田

小

呉

米

吉

河

糟

中

鎌

隈

戸

池

石

守

秋

本

阿

(氏

総

東

田

利

山

木

沢

中

嶋

屋

沢

川

北

谷

村

田

元

部

田

田

谷

山

間

部

名)

覚 三

卓 治

h,r.次 郎

登

義

子

子

松

二

庸

圃

治

明

子

子

郎

郎

作

郎

子

知

和

次

子

四

次

三

合

光

清

道

一

忠

充

媒

逸

倫

愛

圭

幸

謙

銀

弥

百

安

光

春

順

III

自

.至

自

.至

白

.至

白

至

-

r

=

r

=

rt-
　=
..r

.
自

.至

白

.至

白

至
.
自

.至

自

.至

白

.至

白

.至

白

.至

自

.至

白

.至

自

.至

自

.至

自

至

自

至

自

至

自

至

自

至

職 員

(在 職 期 間)

u召33.116
〃37.79

財{22.53
〃38.331

11;;29.4.1
〃

昭
〃

昭
〃

昭
〃

昭
〃

昭
〃

i昭
〃

昭
〃

昭
〃

昭
〃

i昭
〃

昭
〃

II

〃

昭
〃

II

〃

昭
〃

昭
〃

昭
〃

昭
〃

昭
〃

昭
〃

ll召

〃

昭
〃

38

37
38

sc
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Ⅳ 調 査 研 究

τ 美 術 部

A研 究 題 目

題flのっぎの括弧内の数字は年度を,JlはJll司研究題口を示づ。
レ

高 田 修(美 術部長)

〔1〕 仏教美術史 の研究

(1)両 界曼茶羅図 の図像学的研究

a)高 雄蔓茶羅 の調 査研究(41 ,共)

b)台 密の両界図に関する研究(41～42)

(2)密 教美術の研究

a)東 寺講堂 の諸尊に関する図像学 的研 究(42)

b)東 寺真言七祖像 の調 査研 究(42,共)

〔II〕 イ ン ド美術史の研究

(1)仏 像 の起 源に関する研究(41～42)

(2)ク シャー ン時代美術 の研究(42)

(3)ヒ ン ドゥー教美術の調査研究(42)

第 研 究 室

川 上 浬(第 一研究室長)

〔1〕 中国絵 画史の研究

(1)宋 元明清画家伝 記資料 お よび作 品の調査研究(共)
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Ⅳ 調 査 研 究

(2)元 四大家,と くに呉鎮山水画の研究(42)

(3)中 国画論 の史的研究

久 野 健(主 任研究官)

〔1〕 日本古代 ・中世彫刻吏の研究

(1)飛 鳥 ・白鳳仏 の様式的研究

(2)弘 仁 ・貞観彫刻の調査研究

(3)鎌 倉初期彫刻 の研究

'(II〕 光学的方法 に よる日本彫 刻の調査研究

喝

亀

柳 沢 孝

疋1〕 日本古代 ・中世絵 画史の研 究

(1)仏 教絵画 に関する研究

a)神 護 寺両 界曼 茶羅 の調 査 と研究(共)

b)東 寺真言七祖像 の調査研究(共)

c)西 大寺十二天の調査研究(共)

d)現 存仏画 の図像学並びに様式 に関する基礎的研究

e)白 描 図像の調 査研 究

(2)世 俗画に関す る研究

a)正 倉院の絵画遺 品の調査研究(共)

b)扇 面 法華経 の調査研究(共)

(3)敦 纏 画の研究

田 村 悦 子

〔1〕 日本書 道史の研 究

(1)古 筆手鑑 を資料 とす る平安時代書道の研究

a)か なの研究一 特に歌切について

b)真 名 の研究

く2)絵 巻詞書 の筆蹟 の研究

1s



a)絵 巻詞書断簡の出所判定

b)絵 巻詞書の筆蹟鑑別

〔皿〕 異体字の歴史的変遷の研究(42～)

(1)奈 良時代の異体宇の調査研究

a)漢 籍写本にみえる異体字

b)仏 典写本にみえる異体字

猪 川 和 子

〔1〕 日本彫刻吏 の研究

(1)平 安時代彫刻の調 査研究

(2)尊 像別 による彫刻の研究

a)四 天王像について

b)観 音像 について

t

宮 次 男

〔1〕 日本古代 ・中世絵画史の研究

(1)絵 巻物の調査研究

a)縁 起絵 ・伝記絵の流布に関する研究

b)南 北朝時代絵巻の調査研究

c)室 町時代絵巻の編年的研究

d)現 存遺品の基礎的調査研究

e)絵 巻画中の障屏画の研究

(2)経 典説話画の調査研究

a)法 華経絵の調査研究

b)往 生要集絵の調査研究

c)目 連救母経絵の研究

(3)中 世絵画における宋元画の影響についての研究

ひ

戸 田 禎 佑
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鳶

〔1〕 中国絵画 史の研究

(1)宋 元 明清画家伝記資料お よび作品の調 査研 究(共)

(2)宋 代文人画 の研 究

a)金 の文献 か らみ た宋代 の文人画

b)宋 末 元初 の禅余画家 に受 け入れ られ た文人画風

c)董 源 ・巨然の研 究

(3)元 画 と室町絵 画

a)孫 君沢画 の研究

b)君 台観左 右帳記 異本 の研 究

(1〕 日本初期洋 風絵 画の調 査研 究(42～,共)

Ⅳ 調 査 研 究

秋 山 光 和(非 常勤)

〔1〕 日本古代 ・中世絵画史の研 究

(1)正 倉院収蔵 の絵画資料の調査研究(共)

(2)ボ ス トン美術館所蔵 の法華堂根本 曼 茶羅の調 査研 究

(3)高 雄曼 茶羅 の調査研究(共)

(4)東 寺真言七祖像 の調査研究(共)

(5)扇 面法華経 の調査研究(共)

〔II〕 中央 アジア ・敦燈美術 の研究

(1)敦 燈千 仏洞 の壁画 の編年 に関す る研究

(2)ペ リオ将 来敦纏絵画,特 に未 紹介遺品 に関 する研究
亀

第 二 研 究 室
■

岡 畏 三郎(第 二研究室長)

て1〕 日本 近代絵画 史の研 究

(1)明 治以降における主要作家の作品 ・伝記等 に関す る基礎的資料 の調査研究

a)横 山松 三郎,山 下 りん他

(2)明 治 ・大正期におけ る新絵画運動 について
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a)草 土社,日 本美術院他

〔II〕 日本初期 洋風絵画 の調査研究(42～,共)

中 村 伝三郎(主 任研究官)

〔1〕 近 代 日本彫塑 史の研究

(1)大 正 ・昭和前期 にお ける彫塑界 の概況

a)国 画会 旧彫塑部 の調査研究(41)

b)構 造社 の調査研究(42～)

(2)明 治 ・大 正 ・昭和前期 にお ける主要彫塑家の伝記資料および作 品の調査研究

一 一特に竹内久一((11..,),ii村 光雲(42),長 沼守敬(X12),陽 威二(92～)一 一

〔II〕 近代 日本美術 におけ る国際的相互影響 の調査研究(42～,共)

(1)現 代美術 にお ける国際的相互影響 の状況

〔皿〕 現代 日本彫刻界の動向についての調査研究

(1)彫 刻諸展覧会,建 築 と彫刻,野 外彫刻,立 体 ・環境造形等

,

関 千 代

〔1〕 日本近代絵 画の研究

(1)明 治以前 洋風画 の研究(42～,共)

(2)明 治大正絵画 の調査研究

a)日 本画 に於 ける洋画 の影響

b)日 本画 団体 に関す る調査研究一 国画創作協会ほか一

c)画 家 ・美術関係者の調査研究一 黒田清輝 ・土田麦催ほか一

〔II〕 現 代 日本美術 の調査研究一 現代日本画の動向についての調査研究一

坂 本 満

〔1〕16・17世 紀 にお ける日本洋風美術の研究(42～,共)

〔II〕19・20世 紀 にお ける東西美術交流の研究

〔皿〕 西洋近世版画史研究

22
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Ⅳ 調 査 研 究

e

陰 里 鉄 郎

〔1〕 日本近 代絵 画史の研 究

(1)幕 末 明治初期洋 画の研 究

a)チ ャールス ・ワーグマン とその周辺について

b)洋 画塾 についての調査 研究

(2)大 正期 洋画 の調査研 究

a)万 鉄五郎 についての調 査研究

b)藤 田嗣 治についての調 査研究

c)同 時代 ヨー ロッパ美術 との比較的調査研 究

〔II〕 日本初期 洋風絵画 の調査研究(42～,共)

(1)近 世初 期洋風美 術の実証的研究

② 近 世後 期洋風美 術の調査研 究

〔皿〕 現代美術 の調 査研 究

資 料 室

中 川 午 咲(資 料室長)

〔1〕 近世 工芸 意匠の調 査研 究 一一一初期色絵陶磁をIl1心として 一一

〔II〕 近代 陶芸 の調 査研 究

〔皿〕 近世 初期 日本 洋風 美術の研 究(4'L～,共)

亀

角

上 野 ア キ

〔1〕 中央 アジア美 術研 究

(1)大 谷探 検隊将来 美術 品の調査研究

(2)ヨ ー ロッパ各国探検隊将来 美術 品の調査研究

田 実 栄 子

〔1〕 染織 工芸 史の研究

(1)近 世初 期染織品 の研究
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a)上 杉神社蔵,伝 上杉謙信 ・上杉景勝所用服飾類 の調査研究

b)上 杉神社所蔵以外近世初期服 飾類 の調査研究

c)所 謂 名物裂等 を中心 と した第二次外来染織品 についての調査 研究

(2)小 袖 の研究

a)小 袖 における形態変遷の調査研究

b)小 袖 におけ る模様の様 式並びに技 法の技術 の変遷進展 に関す る調査研究

c)小 袖におけ る地質の調 査研究

(3)現 代 にお ける伝統的染織工芸品並びに伝統的染織技法 ・技術の調査研究

(4)ヒ 代裂の調査研究

a)主 と して東京国立博物館保管の正 介院裂 を研究対象に第一次外来染織品

の調査研究

〔H〕 近世初期 口本洋風美術の研究q2～,共)

,

永 雄 ミ エ

〔1〕 口本 ・東洋美術史の文献 学的 研究

辻 惟 雄

〔1〕 日本 中世 ・近世絵画 史の研究

(1)初 期狼野派の研究

(2)近flf.障壁画 の研究

(3)近 世初期洋風画の研究(42～,共)

(4)江 戸時代画家の研 究

江 上 緩

〔1〕 料紙装飾 を中心 とす る日本古代絵 画の研究

(1)西 本願寺三十六人集の絵画 を中心 とす る遺 品の研究

(2)平 安時代紙絵の文献的研究

〔∬〕 日本古代中世庭園 史の文献的 研究

(1)「 童子 口伝書つ き山水井野形図」の研 究
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Ⅳ 調 査 研 究

関 口 正 之(昭 和12{卜2月1目ll党職)

〔1〕 日本 仏教絵画史研究

(1)十 二天画像 の図像学的研究

〔II〕 南詔国 ・大理 国に於 ける仏教美術研究

B調 査 研 究 活 動

年 ・月,揚 所,内 容の順序1こ記 し,ノ 」占'」U口II亀[1滅,,,;:'1・1載。 括弧 内の氏 名は所外者。場所の記入の

ないのは研究所 内で行わオ1たもの。

r

高 田 修(美 術部長)

41・
N78京 都 国立博物館 神護寺蔵両界曼 壌羅 の調査 ・狂直影

…9イ ン ド 雷 耀 也所在の働 館蔵脱 びに醐 の鯛

42・12京 都 教王謹国寺 真言七祖像 の調査 。撮影

42・12京 都 西 本 願 寺 三十 六人集 の調査 ・撮影

43・3京 都 教王護国寺 真言七祖像 の調査 ・撮影

秋II!,柳 沢,関
口

秋 山,柳 沢,
江上.関 口

秋III,柳 沢,
江上,関 口

秋Ill,柳 沢,
関 口

第 一 研 究 室

川 上 漣(第 一研究室1の

41・9黒 川古文化研究所 寒林重 汀図調査

42・5京 都 祁 国 寺 同一'r'所1歳絵画 の調査 ・撮影

42避♀ 台湾 台 北 国立故宮博物院所蔵中国画の調査

42・10神 戸 住友 クラブ 住 友氏所蔵 明漕画鯛査

42・12京 都 守 屋 正 氏 同氏所蔵 清朝 画調 査

戸 田

宜,辻,戸 田
(田 中一松,

鈴 木敬)

至毘1(島田峰

久 野 健(主 任研究官)

41・4大 阪,京 都 藤木正一,竹 腰健 造他数氏の押 出仏の調査

41・7新 潟 新井市付近 の仏像彫刻調査

…9辮 離 寺本尊薬師嫌 像 五大虚空鰭 薩鱒 の 猪川

41・11京 都 毒畢灘 野町宮垣部落所有の天仁二年銘繭 奨liL(螂
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41・12埼 玉

41・12愛 知

42・3滋 賀,京 者区

42・4東 京

42・7奈 良

42●8)壬(音 【～

43・11大 阪

43・3静 岡

小淵観音堂本尊等の調査

七っ寺の諸尊像の調査

鶏足寺薬師如来,東 寺講堂の諸尊像等の調査

日野市付近の仏像彫刻調査

中宮寺半助偲惟像の調査

峯定寺二王像i'A・/:銘)等 の調査

観心寺霊宝館の諸尊像の調査

静岡市付近の県指定彫刻の調査

猪川

猪川

つ

柳 沢 孝

41・5京 都 松 尾 寺

41・7京 綱 立 渤 館

41・9千 葉,東 京

41.1
11° 正 倉 院

41・11京 都 松 尾 寺

42・5京 都 国立 博 物館

42・7奈 良 国立 博 物 館

42・8京 都 醍 醐 寺

42・9大 阪 四 天 王 寺

42・9奈 良 法 隆 寺

h210尾 道市

42・12京 都 教王護 国寺

42・12京 都 西 本 願 寺

43・3京 都 藤 岡 氏

43・3京 都 教王護国寺

43・3奈 良 西 大 寺

終南山曼岩羅の調査

神護寺蔵両界曼崇羅の調査 ・撮影

小倉氏及び根津美術館所蔵の朝鮮仏画の調査

絵画関係の調査

終南山曼暴羅の調査 ・撮影

神護寺蔵両界曼1羅 の調査

長谷寺蔵高雄曼崇羅白描本の調査

高雄3-8;一白描本残欠(側1堺 成身会並に微細会)
の調査 ・撮影

扇面法華経の調査

扇面法華経の調査・撮影

浄土寺・西国寺等の諸寺及び個人蔵仏画調査

真言七祖像の調査 ・撮影

三十六人集の調査・撮影

持光寺蔵普賢延命像の調査・撮影

真言七祖像の調査・撮影

十二天像の調査 ・撮影

高 田,秋 山

(熊 谷宜 夫)

秋 山,(山 崎一雄)

秋 山,III

秋 山

秋111,(鈴 木敬
三)

秋出

高 田,秋 山,江上
,関 口

秋山,田 村,江上
,関 ロ

高 田,秋 山.
関 口

関口

田 村 悦 子

41・4田 中 親 美 氏
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o

41・5酒 井 宇 古 氏

41・7五 日市 大悲願 寺

41・8東 村 山 得 蔵 寺

41・9愛 知 岩 屋 寺

41・9名 古屋 七 ツ 寺

41・12梅 沢 彦 太 郎 氏

42・3田 中 親 美 氏

42・10京 都 御 所

42・12京 都 西 本 願 寺

42・12静 岡 平 田 寺

43・3徳 川 美 術 館

42・4
^-43・

3

王勃集断簡調査

木活字調査

板碑 ∪己弘三年)調査

宋版大蔵経調査

辛櫃入一切経調査

「古筆手鑑」2帖 調査

寂然和歌巻調査

Ⅳ 調 査 研 究

御物 「古筆手鑑」「古文書手鑑 」調査 ・撮影

三十六人集調 査

平 田寺文書調 査

岡谷 コレクシ ョン 「藁 叢手鑑 」 「鳳鳳 台手鑑 」の
調査

奉岳日礁鷺潔 際灘竃蹴麟 碧響焦1蔽
記列伝三十六 ・三十七,小 川氏蔵金剛揚陀羅尼経,守L
本千手千眼陀羅尼)

猪 川 和 子

京都 西 明寺,常41・4
楽院

41・8三 重 四天1.T」.他

41・9京 都 神 護 寺

41・11京 都 威 徳 寺 他

42・3滋 賀 鶏 足 寺

42・3京 都 教王護国寺

42・6滋 賀 善 水 寺 他

42・8鳥 取 三 仏 寺

42・10京 都 広 隆 寺

42・11長 野 牛 伏 寺

42・11静 岡 佐野美術館

42・11大 阪 観 心 寺

43・1東 京 国 立 博物 館

清涼寺式釈迦及び十大弟子像調査 ・撮影

薬師坐像,正 法庵十一面観音像,西 音寺薬師像
調査・撮影
本尊薬師立像,五 大虚空蔵菩薩その他調査 ・撮
影

藤原時代彫刻百数十躯調査 ・撮影

薬師及び神将像調査 ・撮影

講堂,宝 物館諸像調査 ・撮影

四天ヨ三像調査 ・撮影

蔵王権現像,胎 内文書調査 ・撮影

四天王,蔵 王権現像調査・撮影

蔵王権現像調査 ・撮影

蔵王権現像調査・撮影

霊宝館安置諸像調査・撮影

三仏寺蔵王権現像調査 ・撮影

(佐藤 昭夫。水
野敬三郎)

久野

久野,(佐藤昭
夫)

久野

久野

久野
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宮 次 男

41・6姫 路 英 賀 神 社 北野天神縁起 の調査

41・6尾 道 常 称 寺 一遍上人絵詞伝の調査

41・6徳 川 美 術 館 源平合戦絵の調査

41・7京 都 国立 博物館 真光寺本 ・金蓮 寺本一遍上人絵詞伝 の調査

41・g磯 賭 ㈱ ・徳 長往¥縁 起絵巻の調査

41・9京 都 金 光 寺 日連救f`1:経の調査

41・9大 阪 章節静彦氏 同氏所蔵絵巻類 の調査

42・11山 形 光 明 寺 一遍上人絵詞伝 の調査

42・5京 都 相 国 寺 同寺所蔵絵画 の調査 ・撮影

42・5芦 屋 山 田 氏 同氏所蔵界風類 の調査 ・撮影

42・6サ ントリー美術館 戦 国武人画家作品 の調査 ・撮影

42・6田 中 親 美 氏 年 中行事絵巻 の調査

42・7東 京 国立臨物館 後三年合戦絵巻の調査

42・10大 阪 朝 日新聞社 上野氏蔵法華経絵巻の調 査 ・撮 影

43・2藤 沢 清 浄 光 寺 一遍上人絵詞伝の調査

42・2京 都国立博物 館 金蓮 寺蔵浄阿 上人絵伝 の調 査

43・2米 原 蓮 華 寺 一向上人絵伝 の調査

(吉田友之)

川上,辻,ン ー`
田,(川 中一
松,鈴 木敬)

辻,戸 川,(川
中一一松,山 快
有 三)

辻

,

`

戸 田 禎 佑

41・9黒 川古文化研究所 寒林 重汀図調 査

42'5京 都 相 国 寺 同寺所蔵絵画 の調査 ・撮影

42・7江 田氏蔵 中国画 の調査 ・撮影

42・1°
^'ll台 湾 台 北 国立故宮博物院臓 中国画 の融

秋 山 光 和(非 常勤)

41・7京 都 国鱒 物館 神護寺爾 界麟 羅
の調査.撮 影

41・・ ア メ リ カ 訟画鏑 轄 鑛 洋美術 特1こ日本の雛 物

41二}1正 倉 院 絵画関係の調査
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42・5

42・7

42・9

h2・9

42.12

42.12

42.12

京 都国立博物館

奈良 国立博物館

大阪 四 天 王 寺

奈良 法 隆 守

京都 教王護国寺

京都 西 本 願 寺

兵庫 武 藤 氏

神護寺蔵両界曼 簑羅の調 査

長谷寺蔵高雄曼1°羅 白描 本の調査

kr-i面法華経 の調査

b,=3面法華経 の調査 ・撮影

真言七祖像 のIUi'」・撮影

三十六人集 の調査 ・撮影

扇面法華経 の調査 ・撮影

Ⅳ 調 査 研 究

柳沢,田 実

柳沢

柳沢,(鈴木敬
三)

柳沢

商i!L柳 沢,
江上,関 口
柳沢,田 村,江上

,関 口

第 二 研 究 室

つ

隔

岡

41・4

41・4

41・5

41・7

41.9

42・5

42・9

42.10

42.11

42・11函 館 市

43・3大 阪 市,神 戸 市

41.4
～43・ 東 京

3

41.4
～43・ 東 京

3

畏 三郎(第 二研究室長)

大阪市 野 から現代」軸1° °年展企画 調゚査'解 説

鎌倉市 明治期石版 画の調 査

国 立近代美術館 岸 田劉生展の企画 ・作 品調査

東京 宮内庁蔵杉戸絵の調査 ・撮影

鎌倉市 万鉄五 郎の作品調査 ・撮影

国立 近代美術館 近代 日本 の版画展 の企画 ・作品調査 ・撮影

名 古 屋 市 羅 暫購 催近イ穐漸 名服 の企画 作゚品

神奈川県立博物館 近世洋風美術展の作品調査

神奈川県篭代美術館 関根正二 ・i光 展の作品澗査 ・撮影

関,陰 里,坂 本

陰里

陰里

横山松三郎,山 下 りん他 作品調査

嚢i繍 戸における美術館の棚1湘 美欄 幡 陰里

黄土社関係資料蒐集 ・調査

現代美術の動向調査

中 村 伝三郎(主 任研究官)

42・3大 阪

42・3畏 野 石剥11美術館

42・8宇 部市

関西美術界の動静と観覧施設の調査

荻原守衛の作品調査

出席
第2回 現代日本彫刻展審査委員会ならびに開会式

中村,関,陰里
,坂 本

(田中義恭)
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43・2大 阪,京 都

43・3長 岡 市

41・4
～43・ 東 京

,近 県
3

関西美術界の調査,京 都市美術館明治美術展なら
びに万国博展示予定作品の調査

長岡現代美術館の調査

現代美術関係諸展の調査ならびに資料蒐集

関 干 代

41・7東 京

42・3北 茨 城 市

42・3・ 一 ・ ツ ・e

42・4來 京

42・10神 奈 川 県 立 博 物 館

42・12F:/t:

43・2京 都 市 美 術 館

43・3神 戸 市,大 阪 市

4142

41・4
～43・ 東 京,近 県

3

宮内庁蔵杉戸絵の調査 ・撮影

五浦研究所蔵日本美術院関係資料の調査

ヨーロッパ各地美術館蔵日本近代絵画との関連
作品についての調査

ブリヂストン美術館生誕百年記念藤島武二展の
調査

近世洋風美術展の調査 ・撮影

小田急百貨店近代日本の夜明け展の調査 ・撮影

明治美術展の調査

南蛮美術館,南 蛮文化館の調査 ・撮影

黒田清輝書簡ならびに日記の調査 ・整理

現代美術関係諸展観の調査

岡,陰1既,坂4`

(隈 元謙 次郎)

(隈 元髭次郎)

坂本,陰 甲,
辻

陰lI隻,xL・

岡,弐 上,除ll覧

(限 元謙 次郎)

■

坂 本 満

41・7東 京

41・7長1!府

41・8率 黄量兵市

42・2倉 敷市,大 阪市

42・5大 阪市

42・5商 岡 市 美 術 館

42・7東 京 国 立 博 物 館

42・10神 奈川県立博物館

42・10水 戸市

42.11 パ リ 国立図書館

宮内庁所蔵杉戸絵の調査 ・撮影

隠れキリシタン遺品の調査

丹波コレクション銅版画の調査

フォーヴィスム作品の調査

北村芳郎氏所蔵初期洋風美術作品の調査

南蛮美術展の調査

同館所蔵初期洋風美術作品の調査

近世洋風美術展の作品調査 ・撮影

水戸徳川氏所蔵初期銅版画の調査 ・撮影

西洋美術史,西 洋版画史,美 術品の科学的調査
法,資 料整理法等の研究

岡,関,陰 「1隻

陰tJl

陰1賎

関,陰 里

関,壮,陰II聖
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■

陰 里 鉄 郎

41・4束 京 国 立 博 物 館

41・7束)1て

神奈川県立41・11
近代美術館

神奈川県立41・11
近代美術館

42・2倉 敷市,大 阪市

42・5大 阪市

42・9名 古屋市

42・10神 奈川県立 博物館

42・10盛 岡市,花 巻市

42.11

42.11

神奈川県立42.11 近代美術館

42・12東 京

43・2東 京

43・3神 戸 市,大 阪 市

43・3長 崎 市

41・4
～43・ 東 京,近 県

3

宮内庁所蔵明治期絵画の調査

宮内庁所蔵杉戸絵の調査 ・撮影

長崎派美術展の作品調査

佐伯祐三展の作品調査

フォーヴィスム作品の調査

Ⅳ 調 査 研 究

北村芳郎氏所蔵初期洋風美術作品の調査

中日新聞社主催近代洋画名作展の企画・出陳作
品の調査

近世洋風美術展の作品調査 ・撮影

土沢町万清氏宅にて万鉄五郎の調査 ・盛岡市所
在万鉄五郎作品の調査

大和文華館所蔵婦女弾琴図の調査 ・撮影

群馬県満福寺所蔵西洋武人図の調査 ・撮影

関根正二 ・鰻光展調査・撮影

小田急百貨店近代日本の夜明け展調査 ・撮影

藤田嗣治に関する調査。 川島理一郎,長 谷川
昇,宮 本三郎など諸氏を訪問
南蛮美術館,南 蛮文化館の初期洋風美術作品の
調査 ・撮影

同市所在の洋風美術作品の調査

現代美術の動向調査

岡,関,坂 本

坂本

坂本

岡

関,辻,坂 本

」呂ー

関,辻

岡,関,辻

資 料 室

御

中 川 干 咲(資 料室長)

42・2香 川 高松地方 にお ける古陶磁 の調査

43・3鳥 取,島 根,1⊥旧 山陰 古窯 とその伝統 に関す る調査

41・4重 要文化財指定 に関す る陶磁,無 形文化財 に関
～43°3す る陶磁 の伝統 的技術 についての調査

上 野 ア キ

41 国内所在大谷 コレクシ ョン調査研究
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F

41・7ヨ ー ロ ツノel,
～9ド

42・3棘 涼 都

英 国博物館 スタイン将来,ギ メ東洋美 術館ペ リ
ィン オ将来,ベ ル リン国立博物 館ル コック将来,ニ

ューデ リー国立博物館 スタイ ン将 来中央 アジア

美術 品の調査研究

国会図書館,東 大 ・国学院大 ・東京女子大 ・東京
芸大図書 館,東 京国立博物館,考 古学協会,

京都市史料館,京 大工学部 ・人文科学研究所,淡交社
等 にお ける東洋古美術研究文献 の調査

田 室 栄 子

41・7京 都 国 立 博 物 館

41・11米 沢 市

42・91il膏 匹了行

42・10J言 て拍;il了

42・12)1(那 教 王 護 国 寺

・3・31灘 汰 肺 ・

高雄蔓 済羅 の綾裂 を中心 とする調査研究

上杉神 社蔵 伝上杉 謙信,上 杉ゴIU勝所 用 服 飾 類
(主として川"1川乏,F庫)」二蹄哉)U)葺周査イぴ『究

西陣織物関係の調査

南蛮渡来染織品等実物遺品 資料 の調査

同寺所蔵工芸品 の調査

初期洋風美術 の南蛮風俗関係の調査研 究

の

辻 惟 雄

42・5京 都 相 国 寺 同寺所 蔵絵両 の調査 ・撮影

42・5芦 屋lllIll氏 同 氏 所 蔵 屏 風 類 の 調 査 ・撮 影

42・9);〔 昂～iti

42・10神 奈川 県 立 博物 鮮1

43・3)1(者 区Ti了

43。3芳(都,滋 賀

43・3神 戸 市,大 阪 市

曾我篇白墓の調査

近世洋風美術展の調査 ・撮影

狩野元信関係作品の調査

近世初期障壁画の調査 ・撮影

初期洋風美術調査 ・撮影

戸
松

田
根

二

べ
山

,田
敬
戸
松
　

上
べ
木

,
.
三

川
田
鈴

宮
中
有

閥,坂 本,陰
1既

(山 根イJ'=一)

岡,関,陰111

江 上 緩

41.6欧 米
,ア ジア

42・1東 京

42・12京 都 西 本 願 寺

42・12京 都 教 王護 国寺

4!42

在外日本及び東洋美術の調査 ・資料蒐集

日本大学蔵 「童子口伝書つき山水井野形図」調
査

三十六人集の調査 ・撮影

真言七祖像の調査 ・撮影

平安時代紙絵資料文献の調査

臨
枯

山
ロ

秋
田

秋
関

田
沢
口
田
沢

商
柳
関
高
柳

o
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,

41-42搬 淡 撫 燃

Ⅳ 調

東洋古美術文献目録作成にともなう調査

関 口 正 之(昭 和42年2月1日 就職)

42・12京 都 西 本 願 寺 三十六人集の調 査 ・撮 影

42・12京 都 教王護国寺 真言七祖像 の調査 ・撮 影

4多・3京 都 教王護国寺 真言七祖像の調 査 ・撮 影

43・3奈 良 西 大 寺 十二天画像の調 査 ・撮 影

査 研 究

L野,永 雄,妊
,関 口

高川,秋lll,柳
沢,旧 村,

江」二

高川,秋 山,
柳沢,江 上

高田.秋 山.柳
沢

柳沢

C主 要 研 究 業 績

①は著書,② は論文,③ は解鋭,④ は研究発袈,⑤ は欝演 ・数送,⑥ はその他1;の稀別を示し.題 名,

発表揚所(発 行所,掲 職離,講 演揚所,放 送局郷),発 行年 ・刀の順序1こ記す。

の

高 田 修(美術部長)

①高雄曼茶羅(美術研究所報告,共著)

仏像の起源

②インドにおける文化財保護

ガンダーラ美術の仏教的背景

東寺講堂の諸尊とその密教的意義

④東寺講堂諸尊の密教的意義

東寺講堂五菩薩をめぐる問題

⑤仏像の起源

耳(ノ;(い1、鳩文fヒ 貝オτ引:鴇ピ1ヲ「42。3

ギ冨皮ll撃ノ`!〒42・9

/j1:q二文イヒ貝す3241●5

美PSIX71:究24341・9

美 術研 究25343・3

美 術研 部究 会42。4

美 術部 研 究 会43・3

r術 部 公 開学 術
11置座41・11

第 一 研 究 室

ら

川 上 浬(第 一研究室長)

②郡宝題扁舟帰闘図私考

中国の絵画上

③郡宝題扁舟帰闘図 他2点

東洋の美術教育思想

美術研究248

朝日新聞社,東 洋美術1

京都国立博物館,上 野有竹斎蒐集中国書画図録

全国教育図書,学 校教育全書12

42・3

42・4

41.3

42・4
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李 唐 筆 山 水 図 他3点 朝 日新聞社,東 洋 美術142・4

久 野 健(主 任研究官)

① 法 隆 寺(鈴 木窺吉 と共著)小 学館41・12

② 壕 仏 につ い て 国華89641・11

・神 像 濫 脇 考 吉川弘文館
,日 本歴史考古学論叢Q1・11

押 出 仏 につ い て 古美術1591・11

康 平 七 年 銘 不 動 明 王像..術 研究24542・2

東 寺 草 創 期 の 彫 像 美術研究2534:i;i

④鯨 仏 につ い て 美術部研究会41・12

凍 寺 の彫刻 美繍 研究会42.n

中宮寺本尊の造像法について 美術部研究会42・10

比叡 山根本中堂の仏像 総合研究研究会42・11

⑤鎌倉文化NHKテ レビ41・7

仏像 の見かた 肯山学院大学41・10

飛鳥時代 と飛鳥文化NHKテ レビ42・5

天平文化NHKテ レビ42・6

日本 の仏像 金沢社会教育センター4'L・(i

日本 の彫刻Iliホ ール42・8

平安初期 の彫刻 につい て 美術部公開学術購矧{4'L・12

柳 沢 孝

①高雄1曼漬羅(美 術研究所報告,共 著)東 京国立文化財研究所42・3

②唐本 北斗憂茶羅 の二遺例 一 いわゆる終南山曼茶羅について一 道教研究II42・3

松尾寺所蔵 の終南 山曼茶羅について一 唐本北斗曼茶羅の異図一

美術研究24842・3

③ギメ美術館蔵 敦燵仏画 図版解説 講談社,ギ メ東洋美術館93・3

④終南 山曼奈羅 について 美術部研究会42・4

つ4

曾

●
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Ⅳ 調 査 研 究

田 村 悦 子

②古筆粟 田切 につ いて一 法然寺本地蔵縁起絵巻第一話の考察一 美術研究24742・3

②平 治絵巻六波羅合戦巻詞書の断簡について一 併せて現存三巻の、1下蹟に及ぶ一

美術研究25343・3

■

猪 川 和 子

②長谷 の大仏 と観音一 鎌倉地方彫刻の開花一

解釈と鑑賞4月 増大号 「鎌倉 ・歴史と美術」

京都常楽院の十大弟子像と鎌倉地方の十大弟子像

京都常楽院の十大弟子像

三仏寺蔵王権現像と胎内納入文書

蔵王権現像と金剛童子像

③法隆寺彫刻解説

④二天彫像について

常楽院の十大弟子像について

秘蔵されていた三仏寺本尊胎内納入文書

金沢文庫研究131

美術研究250

美術研究251

美術イ肝究252

小学館,原 色日本の美術2

美術史学会総会

美術部研究会

美術部研究会

41・4

42・1

42.12

43・2

43・3

41・12

41・5

42・1

42.10

宮 次 男

②奥州十二年合戦絵巻

日本の地獄絵

源平合戦絵

後三年合戦絵巻

後三年合戦絵巻をめぐる二,三 の問題上

③長谷寺縁起絵巻

伊保庄本北野天神縁起

弥勒来迎図

調馬図巻

一遍上人絵詞伝残欠

聖徳太子絵伝

日本 美 術 工 芸33341・6

日本 美 術 工 芸33541・8

日本 美 術 工 芸33741・10

日本 美 術 工 芸34842・9

美 術 研 究25143・2

古 美 術1541・11

古 美 術1842・7

美 術 研 究25042・12

古 美 術2042・12

了㌃≡美≡tiir2143・3

古 美 術2143・3

35



④メトロポリタン本北野天神縁起絵巻日蔵巡歴段の錯簡と復原試論

⑤平安時代の美術

絵巻物にみる名所

美術部研究会
●

NHK教 育 テレビ

,サ ン トリー美術館

4'1・7

41・6

42・2

戸 田 禎 佑

②来 日した清人画家 平凡仕,口 本の美術22

張撃 と張 昆一 来舶清人画家に関する一考察一 国華891

日本 史 ・美術 史 東大出版会,is本 における歴史学の発遠 と現状II

③矩向筆 山水 図 他3点 京都国立博物館,上 野有竹斎蒐集中国、1樋区1録

④張秋谷 と張秋穀 一 来舶清人画家に関する一考察一 美術部研究会

金代絵画 に関する二三 の問題 東大東洋文化研究所研究会

金代絵画 に関す る二三 の問題 美術部研究会

⑥バジル ・グレイ,伝 顧難之筆女史箴図巻解説(鈴 木敬と共訳)朝 日新聞祉

41。4

41。6

×11・fi

41・3

41・?

nz・s

4'L・6

hl・11

秋 山 光 和(非 常勤)

①高雄曼 岩羅(美 術研究所報告,共 著)束)1(国 立文化財研究所

ギメ東洋美術館(編)講 淡仕

③敦焼画阿弥陀浄土 図 美術研究252

④敦燈 にお ける変文 と絵解 三康文化研究所

敦膣壁画 にお ける説話表現の展 開 東洋文庫東洋学購座

TheIdentificationandReconstructionoftheIllustratedScrollknownas

1{oninShoninE-den

ア メ リカ美 術 館 の 絵 巻 物(-1((=1

ア メ リカ所 在 の 日本絵 画

ブ リアー 美 術 館 の 日本 絵 画

⑤ 源 氏絵 の 系譜

36

サンフランシスコ,東 洋美術国際シンポジウム

美術部研究会

美術部研究会

美術部研究会

美術部公開学術講座

9'L・3

43・3

43・3

41・4

41・5

41・9

42・1

42・3

42・3

42・4

41・11

G

一
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Ⅳ 調 査 研 究

第 二 研 究 室

鞠

ρ

o

岡 畏 三郎(第 二研究室長)

① 広重,(II)

北斎(II)

③ 人名辞典,事 項解説

明治 ・大正 ・昭和の版 画

岸 田劉生 と小出楢重

⑥ 近代美術年譜

中 村 伝 三郎(主 任研究官)

② 近代 日本彫 刻史のなかの ロダン

、1明治彫塑 と長沼守敬

③新 しい野外彫 刻への道

北村西望 の人 と作品 ジャパン ・ア_i

i1川11芋院

山田ll卜院

朝 日新聞社,明 治百年美術館

筆見イ℃び)H艮151

中 口新聞社,近 代 洋画 名作展 口録

三彩社,現 代 の日木画1,Ⅱ

みつゑ739

学士会刀報697

美彿f手巾占267

・・サー ビス ・カンパニー,北*1西 塾作 品集

ロダンと日本文化

高村光雲年譜

人名辞典

⑥ ロダンを語 る(座 談会,司 会 ・企画)

日展の彫塑

現代彫刻展月評(現 代日本彫刻界の動向と展評)

第2回 現代 日本彫 刻展

日展第三科(彫 塑)

二っのオブ ジェ彫 刻展(木 村直道 ・伊木淳)

読売新聞(夕 刊)

中央公論美術 出版,高 村光雲

朝 日新聞祉,明 治百年美術館

三彩207

三彩209

三彩195～211

三彩221

三彩223

三彩223

az・z

4L・10

42・4

42・6

n2.10

×12・11

43・1

419

az・10

41・5

41・5

41・5

×12・4

4`L・4

A1.10

41・12

41・1
-42・

2

42.11

42・12

42・12

翁 観 二彫 刻 展 の 意 味(現 代 日本彫刻の一動向 とプライマ リース トラクチ ュア)

商店建築14243・3

37一



関 干 代

③人 名辞典

⑥五浦 よ り久 の浜 まで

黒田清輝 日記2,3(共 編)

朝 日新聞社,明 治百年美術館

秀作美術24

中央公論美術出版

坂 本 満

① バ ロ ック ・ロコ コ(世 界美術12)溝 談社

コ ロー,ミ レー,ク ール ベ(世 界美術全集9)河 畠;鯵房

② 日本 史 ・美 術 史 東大出版会,日 本における歴史学 の発達 と現 状n

レア リス ム と照 明法 一 カラヴァッジオ をめ ぐって ミュージアム183

レパ ン ト戦 闘図 屏 風 につ い て(上)美 術研究ens

③ ゴヤ作 品解 説 欝談社,ル ーヴルの名宝6

④ レパ ン ト戦 闘 図 屏 風 美術 史学会総 会

⑤ コル ト ブ リヂス トン契 術館

⑥ ヴ エ ン トゥ リー,近 代 絵 画 論(共 訳)角 川 蒔店

陰 里 鉄 郎

②長崎絵 と横浜絵

洋風画 の展開

チャール ス ・ワーグマンとその周辺

③人名辞典,事 項解説

19世紀 の美術

⑥ 日本洋画の150年 年表

作品解説,年 表,系 譜 図

第10回 日展 日本画評(座 談会)

明治美術評

万鉄五郎年譜

世界文化社,日 本歴 史 ・開国 と嬢夷

ミュージアム187

本の手帖7-1

朝 日新 聞社,朋 治 百年美術館

学習研 究社,世 界 の美術II・ 西洋

み つゑ別 冊46

中 日新 聞社,近 代 洋画 名晶展 目録

莇春161,162

共同通信社

中央公論 美術 出版,鉄 人 画論

4`L・9

az・2

41・'1,3

41・10

a2・n

41・6

Al・10

4'L・3

41.1()

ai・s

Al・9

a2・5

41・10

41・10

az・i

a2・a

az・7

41・7

42・9

4'L・11

43・1

43・`L

43・3
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Ⅳ 調 査 研 究

資 レS場 室

中 川 干 咲(資料室長)

①板谷波山伝(共 著)

②古伊万里色絵婦女図壷の一作品

③明治期の陶芸

④現代の陶芸

⑤桃山江戸期の工芸意匠

茨 城 県42・4

美 術 研 究24642・3

ミュー ジ ア ム20343・2

ブ リヂ ス トン美 術 館42・10

美 術 部 公 開 学 術 謹14≦42・11

上 野 ア キ

③ トユク出土絹絵断片婦人像

⑥西域の将来品を訪ねて

〕隻律μ肝究24942●11

)4(ノノ'し}免会 報1142・1

田 実 栄 子

①高雄曼 岩羅(〕進術研究所報告,共 著)

増上専徳川将躍墓 と遺品 ・遺体(共 著)

来)1(lkbZ文 イヒ貝イイリ「究1)C42・3

東 大 共版 会42・10

辻 惟 雄

①妙心寺天球院(障壁画全集)

②日本史 ・美術史

狩野元信H口

③狩野松栄筆廿四孝図屏風

海北友松筆禅宗祖師図

海北友松築飲中八仙図

伊藤若沖筆雪薫鴛驚図

長谷川等伯筆松林図屏風

束大出版会,

長谷川等伯築老松・猿猴捉月図襖

狩野永徳筆四季山水図屏風

美術出版社

日本における歴 史学の発逮 と現状H

美ラi苛イ班究246,249

美術研究243

国華894

国華894

国華898

国華900

国華900

美術研究249

42・1

41・6

42・3

42.10

41・9

41・9

41・9

42・1

42・3

42・3

42.10
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④狩野元信の伝記史料の二,三 に関する考察

狩野元信の伝記史料に関する二,三 の考察

⑤智積院障壁画と長谷川等伯

美術部研究会41・5

美術史学会総会41・5

ブ リヂス トン美術館42・3

江 上 綬

② 日本 史 ・美 術 史 東 大出版 会,口 本 にお ける歴史学の発遠 と現状II

「童子 口伝 書 つ き 山水 井 野 形 図 」校 刊 上,下 美術研究247,250

「童子 口伝 書 つ き 山水 井 野 形 図 」 考補 遺 美術研究251

⑤JapaneseAestheticConceptsブ リテ ィッシュ ・コロンビヤ大学

41・G

4'L・3

42・12

d3'1

・11・3

～4

関 口 正 之(II"和42fド2刀1i、llllt職)

② 大 理 国 張 勝 温 画梵 像 に就 い て 止,下 r酬竪895,89畷:1°1 ■

2芸 能 部

A研 究 題 目

題日のつぎの括孤内の数字は年度を,共 は共同研究を示す。

浦 山 政 雄(芸 能部長)

〔1〕 近 世演劇 の研究

(1)歌 舞伎脚本 ・作者 の研究

a)未 翻刻歌舞伎脚本 の研究(41・42)

b)四 世鶴屋南北作者年表の研究(41・42)

(2)歌 舞伎舞踊 の研究

a)日 本舞踊譜の研究(41 ,共)

(3)歌 舞伎演 出史の研究

a)歌 舞伎 の演出技法の総合的研究(41・42 ,共)

b)邦 楽 レコー ドによる歌舞伎演出 の研 究(41・42)

(4)歌 舞伎音 楽の研究(41・42,共)

■
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Ⅳ 調 査 研 究

〔Ⅱ〕 ピッチ レコー ダーに よる日本芸能 の音楽的研究(41,共)

演 劇 研 究 室

前 嶋 茂 子

〔1〕 近世音楽 の研究

(1)歌 舞伎音 楽の研究(41・42,共)

(2)掛 踊 唄の研究(42)

〔II〕 中世芸能 の研究

(1)能 の様式 の研 究(42,共)

阿 部 順 子(非 常勤)

〔1〕 近世音 楽の研究

(1)歌 舞伎音 楽の研究(41・42,共)

〔II〕 中世芸能 の研究

(1)能 の様式 の研究(42,共)

宮 本 瑞 夫(非 常勤一1召梱1イ1三5刀111就職)

〔1〕 近世演劇 の研究

(1)近 世演劇 の民俗学的研究

a)歌 舞伎及 びそ の周辺芸能 の民俗学的研究(41・42)

b)地 方芸能 文化 史における舞 台の研究(41・42)

(2)浄 瑠璃本 の研究

a)浄 瑠璃本 の所在調査 とその書誌的研究(41・42)

音 楽 舞 踊 研 究 室

横 道 萬里雄(音 楽舞踊研究室長)

〔1〕 中世芸能の音楽的 ・舞踊的研究

41



(1)能 の音楽的 ・舞踊的研究(41・42)

(2)狂 言 の音楽的 ・舞踊的研究(41・42)

(3)声 明 の研究(41・42)

〔II〕 古典芸能 の単元構成の研究

(1)能 お よび狂言の動作単元 ・リズム単元 の研究(41・42)

〔皿〕 能お よび狂言におけ る音楽様式 の変遷 の研究

(1)能 の小段構造の研究(41・42)

〔Ⅳ〕 近世演 劇の音 楽的研究

(1)歌 舞伎音楽 の研究(41・42,共)

(2)浄 瑠璃 の音楽的理法 の研究(41・42,共)

佐 藤 道 子

〔1〕 寺院芸能 の研究

(1)各 宗派声明 の比較研究(41・42)

(2)寺 院 に存在す る呪 師芸 の研究(41・42)

(8)密 教行事の研究(41・42)

〔II〕 近世音楽の研究

(1)歌 舞伎音楽の研 究(41・42,共)

〔皿〕 中世 芸能の研 究

(1)能 の様 式の研究(42,共)

"

山 路 興 造(非 常勤,昭 和42年4月1日 就職)

〔1〕 芸能 史の民 俗学的研究

(1)田 楽躍 の芸態研究(42)

(2)田 楽能 の謡詞章及 び曲目の研究(42)

(3)古 猿楽 の芸態研究(42)

(4)風 流踊 り歌謡 の比較研究(42)

a)近 世初期風流踊 り歌謡(42)

b)踊 り歌 と語 り物(42)

42



Ⅳ 調 査 研 究

(5)現 存す る神懸 り方式 の芸能 への発展形態 の研究

〔II〕 近 世邦楽 の レコー ド分 類による比較研究

(1)非 義太 夫系邦楽 レコー ドの分類(42)

郷 土 芸能 研 究室

の

三 隅 治 雄(郷 土芸能研究室長)

〔1〕 郷土芸能 の研究

(1)田 楽の研究(41・42)

(2)風 流踊 の研究(41・42)

a)小 町踊 の研 究(41)

(3)南 島の祭祀 と芸能の研究(41・42)

(4)念 仏芸 の研究(41・42)

a)念 仏狂言 の研究(41)

(5)神 楽技法 の研究(42)

〔II〕 ピッチ レコーダーによ る日本芸能 の音楽的研究(41,共)

〔皿〕 歌 舞伎 の演 出 ・技法 の総合的研究

(1)歌 舞伎音 楽の研究(41・42,共)

仲 井 幸 二 郎(非 常勤,昭 和4155月10就 職)

〔1〕 郷 土芸 能 の研 究 、

(1)神 楽 台本 の調 査 研 究(41・42)

〔II〕 民 謡 の研 究

(1)民 謡 資料 書 目の調 査 研 究(41・42)

〔皿 〕 近 世 芸 能 の研 究

(1)邦 楽 レコ ー ドにお け る寄 席 芸 の研 究(41・42)

B調 査 研 究 活 動

年 ・月,場 所,内 容の1収藤 に紀し,末尾に共同調査者等を付載。
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浦 山 政 雄(芸 能部長)

41・唱 警 拶 難 邦楽レコード製作年代識別に関す翻 査

41・4所 内 田中伝左衛門歌 舞伎唯子芸 談録音

41・4
^-41・所 内 「改訂標準 日本舞踊譜 」編集

10
41・4

～43・所 内 歌舞伎音楽

3

41・10山 形 市 ・上 山市 山形地方民俗芸能撮影

41・10日 本 肯 年 館 全国民俗芸能大会撮 影 ・録音

42・1国 立 劇 場 琉球御冠船踊撮 影

42・2国 立 劇 揚 宮内庁舞楽撮影 ・録 音

42・4宮 内 庁 楽 部 舞楽撮影

42・5東 京 杵屋栄二所蔵歌舞伎下座 ツケ帳撮影

42・10日 本 育 年 館 全国民俗芸能大会撮影 ・録音

42・11天 理 大 学 歌舞伎資料調 査

43・1国 立 劇 場 ビデオ コー ダー調査

43・3所 内 杵屋栄左衛門所蔵歌舞伎下座 ツケ帳撮影

演 劇 研 究 室

前 嶋 茂 子

41・4
^'10所 内

41・4
～43・ 所 内

3

41・5宮 内 庁 楽 部

41・9東 京

41・10日 本 青 年 館

42・1国 立 劇 場

42・2国 立 劇 場

42・2宮 内 庁 楽 部

42・5
～43・ 所 内

3

44

「改訂標準日本舞踊譜」編集

歌舞伎:音楽

舞楽録音

杵屋栄二所蔵歌舞伎下座ツケ帳撮影

全国民俗芸能大会撮影 ・録音

琉球御冠船踊撮影

宮内庁舞楽撮影・録音

舞楽撮影

能楽技法研修会

横道,三 隅,佐藤

横道,伽 撫,阿
部

横道,隅,14
藤,前 嶋,1珂 部

横道,隅,佐藤
,前 嶋,i;1,r部

横ll,隅,佐藤
前嶋,阿 部

横 首,{勺1夢,前嶋
llr輔;

幟li,{41僻,前
嶋 阿部,宮4`

横 厳,{藤,荊
嶋 阿 部

繊 酸,隅,佐
藤 前鳩,阿 部

横道.隅,{4'
its,lwr～,阿 部

横道,伽1郵,阿
部

横道,隅,前嶋
,阿 ゼ1{;

浦山,轍 道,
隅,佐 輝,阿f11,

誠tlllろ鑑{首両蔀

横道,1な 膿,阿

部

横道,'隅,4.4.
藤 阿部

浦II,槽 道.{4:曝
三隅,阿 部

浦1!,横 道.佐薦 阿 部

浦il,横 道,佐藤 阿 部
,宮 本

浦k,横 道,佐

藤 阿部

横道,佐 隠,阿部
,宮 本

i



42・5東 京

42・6外 〔/it・ 室黄 浜

42●8月1口 言ノ朔

42・9岐 阜 奥 明 方 村

42●10日 本 青 年 食r`

42・11久 保 ホ ー ル

42・11所 内

42・11水 道 橋 能 楽 堂

42・12観 世 会 館

42・12春 日 大 社

42・12東 京

42・3所 内

阿 部 順 子(非 常勤)

41・4
～41・ 所 内 「改訂 標 準 日本 舞 踊 譜 」編 集

10

41・4
～43・ 所 内 歌舞 伎 音 楽

3

41・4所 内 田中 伝 左 衛 門歌 舞 伎 難 子 芸 談 録 音

41・5宮 内 庁 楽 部 舞 楽 録 音

41・9東 京 杵 屋 栄 二 所蔵 歌舞 伎 下座 ツケ帳 撮 影

41・100本 背si館 全 国 民 俗 芸 能 大 会撮 影 ・録 音

41・11久 保 ホ ー ル 全 国 青 年 大 会 郷 土 芸 能 撮 影 ・録 音

42・1国 立 劇 場 琉 球 御 冠 船 踊撮 影

42・2国 立 劇 揚 宮 内 庁 舞 楽 撮 影 ・録 音

42・4宮 内 庁 楽 部 舞 楽 撮 影

42・5
～43・ 所 内 能 楽 技 法 研 修 会

3

42・5東 京 杵 屋 栄 二 所 蔵 歌 舞伎 下座 ツ ケ 帳 撮影

42・6東 京 ・横 浜 ビデ オ コー ダー 調 査

42・8河 口 湖 能 楽 技 法 研 修 会

N

杵屋栄二所蔵歌舞伎下座ツケ帳撮影

ビデオコーダー調査

能楽技法研修会

掛踊撮影・録音

全国民俗芸能大会撮影 ・録音

全国青年大会郷土芸能録音

開所記念日黒川能撮影・録音

黒川能録音

能 「鷹姫」撮影・録音

若宮おん祭調査

能楽技法研修会

杵屋栄左衛門所蔵歌舞伎下座ツケ帳撮影

調 査 研 究

浦山,横 道,三
隅,佐 藤,阿 部

横道,佐 藤,阿部

騨 醤集藤洞

三隅

浦III,横 道,三

隅,佐7#,阿 部

三隅

阿部

横道,佐 藤,阿
部

横道,佐 藤,阿郁

阿部

横道,佐 藤,阿部
,宮 本

浦山,横 道,三
M
r阿 部

浦山,横 道,三

隅,佐 藤,前 鳴

浦山,横 道,三隅
,佐 藤,1、町嶋

浦 山,横 道,佐藤

横道,佐 藤,前鳴

横道,三 隅,佐
藤,前 嶋

浦 山,横 道,三
隅,佐 藤

三隅

浦II,横 道,佐藤 前鳴

浦11,横 道,佐

藤 前嶋,宮 本

浦LI,横 道,佐
藤 前嶋

横道,佐 藤,前
嶋,宮 本

浦 山,横 道,三
隅,佐 藤,盲i∫嶋

横道,佐 藤,前
嶋

横 道,佐 藤,前,嶋
,宮 本

45



42・9寛 永 寺 金剛界曼陀羅供録音

42・10日 本 青 年 館 全国民俗芸能大会撮影 ・録音

42・11所 内 開所記念 目黒川能撮影 ・録音

42・11水 道 橋 能 楽堂 黒川能録音

42・12観 世 会 館 能 「鷹姫 」撮影 ・録音

42・12春 日 大 社 若 宮おん祭調 査

42・12東 京 能楽技 法研修 会

43・1国 立 劇 場 ビデオ コー ダー調 査

、43・2寛 永 寺 浬繋会撮影 ・録音

43・3東 大 寺 修二会撮影 ・録音

43・3所 内 杵屋栄二所蔵歌舞伎下座 ツケ帳撮影

43・3東 京 能楽技法研修会

宮 本 瑞 夫(非 常勤 昭和41年5月1日 就職)

41・4群 馬 赤 城 村 津久 田人形芝居

41・4日 比 谷 図 書 館 加賀 文庫蔵絵入狂言本 ・役者評判記撮影

41・4大 倉 集 古 館 近松 門左衛 門 ・紀海音 の浄 瑠璃本撮影

41・7岩 手 一 ノ 関 市 奥浄瑠璃録音

41・8栃 木 塩 谷 郡 栗山地区の民俗

41・10群 馬 赤 城 村 津久 田人形芝居 ・歌舞伎絵馬撮影 ・録音

41・11栃 木 那 須 郡 烏山町下 境の地芝居

42・1大 谷 図 書 館 役者の襲 名年次 ・代 数 ・没年

42・2国 立 劇 場 宮内庁舞楽撮影 ・録音

42・3芸 大 図 書 館 絵入狂言 本撮影

42・4千 葉 浦安 ・行 徳地区の民俗

42・4大 谷 図 書 館 浄瑠璃本
42・5

×43・所 内 能楽技法研修 会

3

42・7国 会 図 書 館 地方誌撮 影

42・8東 北 地 方 農山漁村 の歌舞伎 ・人形舞台

46

佐藤

浦 山,横 道,三
隅,佐 藤,前 嶋

前嶋

横道,佐 膿,前
嶋

横 道,佐 爬,前
嶋

前 嶋

横 道,佐 藤,前嶋
.宮 木

漁II,横 道,佐藤

横逆,佐 膨

櫓道,佐 癬

浦 山,横 道,三隅
。前嶋

俄 道,佐 膝,宮
本

浦 山,横 道.佐
藤,1、1鵬,阿 部

横道,佐 膝,前嶋
,阿 部

i

._」



一
42・8月1口 詳の

42.1°
^-11福 島

42・12芸 大 図 書 館

42・12東 京

43・1寛 永 寺

43・2日 比 谷 図 書 館

43・3東 北 地 方

43・3東 京

能楽技法研修会

南会津地区の歌舞伎舞台

役者評判記撮影

能楽技法研修会

元三会録音

東京資料室蔵役者評判記撮影

農山漁村の歌舞伎・人形舞台

能楽技法研修会

Ⅳ 調 査 研 究

横道,佐 藤,前
嶋,阿 部

横道,佐 藤,前
嶋,阿 部

佐腿

横道.佐 π鉱 阿都

音 楽 舞 踊 研 究 室

`

横 道 萬里雄 くw楽舞踊研究室長)

41二
11所 内 「改訂標準 日本舞踊繕 」編 集

41・4
～43・所 内 歌舞伎音楽

3

41・4所 内 田中伝左衛門歌舞伎嚇子芸談録音

41・・ 目廻 甥 錐 邦楽レコード製作年代識別}・関する融

41・5宮 内 庁 楽 部 舞 楽録音

41・9東 京 声 明資料調査整理

41.9東 京 杵屋栄二読蔵 歌舞伎 下座 ツケ帳撮 影

41・10口 本 沓 年 館 全 国民 俗芸能大会撮影 ・録音

41・11遊 行 寺 別時念仏行事撮影 ・録音

42・1山 形 櫛 引 ・r黒 川能孤 祭撮影 ・儲

42・1国 立 劇 場 琉球御冠船踊 撮影

42・2遊 行 寺 行事次第書撮 影

42・2国 立 劇 場 舞楽撮影 ・録 音

42・3東 大 寺 修二会撮影 ・録音

42・3山 形 櫛 引 町 黒川能文書撮 影

42・4宮 内 庁 楽 部 舞楽撮影

浦lil,三 隅,佐藤
,前 嶋,阿 部

漁li,三 隅,佐藤
,前 嶋,阿 部

浦llト 佐藤,阿部

浦1臨 三隅,佐
藤

佐藤,阿 郁,前
嶋

佐藤

3隅,佐 π餐,阿
都,前 嶋

浦山,三 隅,佐
藤,前 嶋,阿 部

佐腿

佐籐

浦山,佐 藤,前
嶋,阿 部

佐藤

浦山,佐 藤,前
嶋,阿 部,宮 本

佐藤

佐藤,浦 山,阿部
,前 嶋

47



42・5
～43・ 所 内

3

42・5東 京

42・5東 京

42・6寛 永 寺

42・6寛 永 寺

42・6東 京 ・横 浜

42・7山 形 櫛 引 町

42・7寛 永 寺

42●8力1口r胡

42・10山 形 櫛 引 町

42●10日 本 〒!f【年 食官

42・11水 道 橋 能 楽 堂

42・12東 京

43・1国 立 劇 揚

43・2寛 永 寺

43・3所 内

43・2東 大 寺

43・3東 京

佐 藤 道 子

41・4
^'10所 内

41・4
～43・ 所 内

3

41・唱 建 拶゚ 工

41・5宮 内 庁 楽 部

41・6日 本 楽 器 社

41・9東 京

41・9東 京

41・10日 本 青 年 館

48

能楽技法研修会

黒川能文書調査

杵屋栄二所蔵歌舞伎下座ツケ帳撮影

合界曼陀羅供録音

大般若会録音

ビデオコーダー調査

黒川能面装束撮影

施餓鬼会撮影 ・録音

能楽技法研修会

黒川能調査

全国民俗芸能大会撮影 ・録音

黒川能録音

能楽技法研修会

ビデオコーダー調査

浬繋会撮影 ・録音

杵屋栄左衛門所蔵歌舞伎下座ツケ帳撮影

修二会撮影 ・録音

能楽技法研修会

「改訂標準日本舞踊譜」編集

歌舞伎音楽

桂 邦楽レコード製作年代識別に関する調査

舞楽録音

レコード関係資料調査

声明資料調査整理

杵屋栄二所蔵歌舞伎下座ツケ帳撮影

全国民俗芸能大会撮影・録音

佐藤,阿 部,前
嶋,宮 本

佐藤

瓢11向瀟II総

fill

佐爆

佐,爆,荊 嶋,阿部

佐1僚

伽 燦,前 鳩,阿部
,宮 本

藤!1禰㌦ 絡1
伽 億,阿 朗1,前
嶋

侶{鷹,前 嶋,阿部
,宮 本

浦山,佐 膿,阿部

佐膿,阿 部

浦山,'1隅,前
嶋,阿 部

伽1餐,阿 部

佐顧,阿 部,宮
本

滞山,横 道,三
隅,前 嶋,阿 部

浦lli,轍 道,三
隅,前 鳩,阿 部

浦 山,横 道,三
隅

馨道・前嶋・阿

横道

横道,三 隅,前鳴
,阿 部

浦 山,横 道.三隅
,前 嶋,阿 部

4



41・11

42・1

42・1
～2

42・2

42・2

42・2
～3

42・4

42・4東 大

42・5東

42・5東

42・5
～43・ 所

3

42・6寛 永

42・6寛 永

42・6東 京 ・横 浜

42・7寛 永

42・7東 大

42・8東 大

42・8刀1口

42・9寛 永

42・9寛

42・10日

42・11

42・12観 世 会

43・1寛 永

43・1寛 永

43・1国 立 劇

43・2寛 永

43・2東 大

43・2束

寺

場

町

寺

場

寺

部

寺

京

京

内

寺

寺

寺

寺

寺

湖

寺

寺

∴

嗣
∴

∴

永

形

遊

国

山

遊

国

東

宮

本 青 年 館

水 道 橋 能 楽 堂

館

=1j:

寺

場

寺

寺

京

別事念仏行事撮影 ・録音

琉球御冠船踊撮影

黒川能撮影 ・録音

行事次第書撮影

宮内庁舞楽撮影 ・録音

修二会撮影 ・録音

舞楽撮影

修二会調査

黒川能文書調査

杵屋栄二所蔵歌舞伎下座ツケ帳撮影

能楽技法研修会

大般若会録音

合界曼陀羅供録音

ビデオコーダー調査

施餓鬼会撮影 ・録音

修二会調査

寺院行事調査

能楽技法研修会

金剛界曼陀羅供録音

大般若会調査

全国民俗芸能大会撮影 ・録音

黒川能撮影 ・録音

能 「鷹姫」撮影 ・録音

元三会録音

修正会録音

ビデオコーダー調査

浬薬会撮影 ・録音

修二会撮影 ・録音

能楽技法研修会

Ⅳ 調 査 研 究

横道

罐麟 道・前

横道

横道

浦山,横 道.前嶋
,阿 蔀,宜 本

横道

浦山,横 道,前
嶋,阿 部

横道

浦山,横 道,三

隅,前 鳴,阿 部

横道,前 嶋,阿

部,宮 本

横道

横道

浦llL横 道,前
嶋,阿 部

横道

横道,前 嶋,阿
部,宮 本

阿部

itliilt,横道,三
隅,前 嶋,阿 部

横道,前 嶋,阿部

横道,前 鵬,阿部

+,本

浦 山,横 道,阿
部

横道,阿 部

横道,阿 部

横道,阿 部,宮本
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i

山 路 興

42。4喬 浄1岡 藤

42●41岐 阜 搾石

42・4滋 賀 長

42・4愛 知 ブミ

42・4静 岡

42 .・4長 野 屋

42●8菊 了鴻弓 ヰ白

42・8鳥

42・8島

42・8愛 媛'」 玄

42・8愛 媛 八

42・8愛 媛)il

42・9奈

42・9滋 賀

42・9滋 賀

42・10鳥

42・10兵 庫

42・10京 都

42・10三 重

42.10美 ミミ良

42・12三 重

42・121去'毎

43・1イ 左聖1

43・2岩 手

43・2岩

43・2岩

43・2岩 手 江

43・3長

50

造(非 常軌 昭和42年4月1日 就職)

森

枝

山

浜

山

代

崎

取

根

島

浜

浜

良

楽

津

市

東

山

山

和

幡

之

知

ヨ

信

草

取

但

福

阿

理

島

芸

浦

沢

木

天

二

安

大

水

手

手

刺

野

東光寺猿舞撮影

高山祭山車人形撮影

長浜祭り子供歌舞伎撮影

犬山祭からくり人形絵画資料

小国神社舞楽撮影

雨の宮御神事撮影

綾子舞・越後ごぜ撮影

因幡地方の雨乞風流踊り歌謡

石見地方田唄・踊 り歌と津和野一m

津之浦いさ踊 りと南伊予の芸能撮影

川名津神楽と柱松 ・柱祭撮影

東伊予の雨乞風流踊り歌謡

大和地方の風流踊り歌謡資料

信楽の太鼓踊り歌謡

上砥山太鼓踊り撮影

中国・四国ブロック民俗芸能大会搬影

笹ばやし歌謡

御勝八幡田楽躍撮影

山畑かんこ踊り撮影

天理大図書館蔵延年史料

お船祭り撮影

安芸地区太鼓踊り歌謡文献

修正鬼会撮影

日高ばやし撮影

山屋田植踊り撮影

犬吠森念仏けんぱい撮影

江刺ばやしと近辺一帯の芸能

躍念仏撮影



Ⅳ 調 査 研 究

郷 土芸能 研 究 室

三 隅 治 雄(郷 土芸能研究室長)

41ん
18所 内 「改訂標準 日本 舞踊譜 」編 集

41・4
～43・ 所 内 歌 舞伎 音 楽

3

41・・ 譲 拶゚ 碓 邦楽レコード製作年代識別に関する融

41・4奈 良 矢 田 寺 練供養 撮影 ・録音

41・4京 都 壬 生 寺 壬 生狂 言撮影 ・録音

41・5奈 良 当 麻 寺 練供養 撮影 ・録音

41・5京 都 賀 茂 神 社 葵祭撮 影

41・7長 野 上 松 町 木 曾盆踊 ・獅子舞撮影 ・録音

41・9東 京 杵屋栄二所蔵歌舞伎下座 ツケ帳撮影

41・10:岩 手 毛 越 寺 延 年撮影

41・10福 岡 九州ブ ロック民俗芸能大会撮影 ・録音

41・10日 本 青 年 館 全 国民俗芸能大会撮影 ・録音

41・11久 保 ホ ー ル 全 国青年大会郷土芸能撮影 ・録音

41・12沖 縄 久 高 島 イザイ ホー撮影 ・録音

42・1岩 手 毛 越 寺 延年撮影 ・録音

42・3茨 城 水 戸 市 関東 ブ ロック民俗芸能大会撮影 ・録音

42・4青 森 八 戸 市 鮫神楽撮影 ・録音

42・4青 森 む つ 市 お しら祭文撮影 ・録音

42・5東 京 杵 屋栄二所蔵歌舞伎下座 ツケ帳撮影

42・7青 森 八 戸 市 鮫神楽台本

42・8山 口 下 関 市 数 方庭祭撮影

42・8島 根 津 和 野 町 盆踊撮影

42・8岩 手 盛 岡 市 東 北ブ ロック民俗芸能大会撮影 ・録音

42・8冑 森 八 戸 市 三社大祭 ・念仏芸能撮影 ・録音

42・9岐 阜 奥 明 方 村 掛踊撮影 ・録音

浦山,横 道,佐
Ili.前 鳴.阿 部

浦 山,横 道,佐
藤,前 嶋,阿 部

浦山,横 道,佐
藤

横道,佐 鷹 阿部
,前 幅

浦山,横 道,佐
騨,1111嶋,阿 部

浦11b横 道,佐藤
,阿 部,前 嶋

前嶋

51



「

42・10

42・11

42.11

42・11

42.11
～12

43・1

43・2

日 本 青 年 館

千 葉

久 保 ホ ー ル

沖 縄

大 阪

長野 阿 南 町

岩手 東 和 町

全国民俗芸能大会撮影 ・録音

関東ブロック民俗芸能大会撮影 ・録音

全国青年大会郷土芸能撮影・録音

沖縄歌劇 ・古典舞踊撮影・録音

演劇資料調査

雪祭撮影

田植踊撮影

浦山,横 道,佐

藤,前 嶋,阿 部1

前嶋

仲 井

41・4東

41・4
～42・ 東

3

41・8茨

42・4
～43・ 東

3

幸二郎(非 常勤,昭 和41年5月1日 就職)

京 民俗 芸能 関係書 目調査

京 民謡集書 目調 査

城 ・福 島 金 砂田楽調査 ほか

京 民謡歌詞調査

C主 要 研 究 業 績

①は著書,② は輪文,③ は癬説,④ は研究発表,⑤ は講演 ・放送.⑥ はその他等の種別を示し,題 名.

発表場所(発 行所,掲 載誌,購 演場所,放 送局等),発 表年 ・月の順序に記ナ。

浦 山 政 雄(芸能部長)

①四世鶴屋南北作者年表(芸能の科学1)

②近世歌謡の音楽伝承

鳴神劇の伝系

③歌舞伎について

豊竹若大夫の憶い出

「忠臣蔵岡目評判」と 「忠臣蔵偏痴気論」

⑥日本の教育 「国立劇場のこれから」対談

長唄 「土蜘蛛」解説

無形文化財と歌舞伎

歌舞伎の技法一 チヨボの特質一

52

東京国立文化財研究所

国語と国文学

日本女子大学国語国文学論究

毎日新聞社 ・人間国宝

小原流挿花

国文学解釈と鑑賞

NETテ レビ

NHK第2放 送

東京文化会館

朝日講堂

42・3

41・10

42・6

42・3

42.10

42.12

41.12

42・6

42・9

42・10



四世杵屋佐吉作品集解説

Ⅳ 調 査 研 究

NHK第2放 送43・2

演 劇 研 究 室

宮 本 瑞 夫(非 常勤,II和41イ1三5ノ」1日就職)

②(3}生業 と民具 ω郷土芸能(r栗 山の民俗』)栃 木県教育委員会

「仮名手本忠臣蔵」研究文献 目録 解釈と鑑賞第32巻第1助

③ 「とはずが た り」注解拾遺(2)巻の一 共編 立教大学日本文学 第17号

足駄 ・油障子等民俗 ・風俗項 目(r大 口本百科11喚ジャポニカ1』)小 学館

市女笠 ・井戸等民俗 ・風俗項 目(r大 口本百禾籾1:典ジャオミニカ2』)小 学館

④天神記 について 近松の会

享保期歌舞伎 の立廻 りにつ いて 立教大学日本文学会ノく会

⑤ タテ の変遷 朝1購 堂

⑥r平 安時代 の文学 と生活』(池田亀鑑著)の 編 集 ・図版解 説 至文堂

r今昔物語』へ の道 ・王朝 のヒューマ ンコメデ ィーのキャプシ ョン

(『綴 伽 古と鞘 』)角 脇 炉〒

42・4

42.12

41・11

42.11

43・3

ai・io

92.10

42.10

41・6

42・8

音 楽 舞踊 研 究室

横 道 萬里雄(音楽舞踊研號室長)

②黒川能の概観

③喜多六平太 ・近藤乾三・松本謙三

④東西の音楽観一 日本の中世一

⑥日本音楽道しるべ

能の特質

能と狂言の特質

能の動きと踊 り

仮面

能の概観

平凡社 ・黒川能

毎日新聞社 ・人間国宝

東洋音楽学会

NHK

司法研修所

テレビタレントセンター

舞踊家研修指導講習会

NHK

外務研修所

42.12

42・3

42・9

41・4

～43・2

41・5

41.6

41・8

41・8

41・10
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能 の美

世阿弥 の芸術

黒川能 につい て

黒川能 の技法

日本 の音楽

⑥芸術祭能 の会(企 画)

芸術祭 ・語 り物 の系譜(企 画)

芸術祭能 の会(企 画)

芸術祭 ・黒川能(企 画)

黒川能(編 警)

古典舞踊伝承者育成会42・3

夜能研学会42・6

能楽懇談会42・11

東京 国立 博4勿爵'鰭俘堂92・11

NHK42・1L

水道橋能楽堂41・10

三越劇場41・1〔 》

水道橋能楽党n2・10

水道橋能楽党42・11

51尾あし制:42・12

佐 藤 道 子

③早春 の賦一 二月堂お水取り一

⑤歌舞伎 の技法一 扮装様式とその背景一

雪 の王紙祭

三 彩 社二・お 水 取 り43・3

朝 口講 堂az・10

東 京 国 立 博 物 館 講'i(・42・11

山 路 興 造(非 常勤 昭和42年4月1日 就職)

②田楽能曲考序説

因幡 の雨乞風流踊一 や 》こおどりの残る歌謡一

③芸能暦一7・8・9月 一

四国路 のまつ り

芸能暦一10・11・12月 一

芸能暦一1・2・3月 一

北九州 のまつ りと芸能

芸能暦一4・5・6月 一

④丹後但馬 の田楽躍

神がか りの方式 と芸能

⑤歌舞伎大道具の構造

⑥民俗舞踊研究会"藍 の会"実 演解説

54

芸能史研究1742・4

βこf谷ユ寒fl琶3243・3

民俗装能2941・7

日本 の美 四国篇42・8

民俗芸能3042・9

民俗芸能3142・12

日本の美 北九州篇43・1

民俗芸能3243・3

芸能 史研究会42・10

民俗学会 談話会42・10

朝 日講堂42・10

民俗舞踊研究``藍の会"43・1



郷 土芸 能 研 究室

三 隅 治 雄(郷1芸 能研究室⊥C

①鮫神楽台本集成(芸 能の科学2,」 曙)

日本舞踊史の研究

②大道芸人資料1

諸鈍芝居

鬼来迎考説(下)

日本民俗芸能 系譜(「 口本の民1謡と民f微 能」)

組踊 「執心鐘入」 由来

蒲葵 の島の巫 女の祭

風流

南島 の歌 謡 とその民俗

江戸 期の祭 り(日 本歴史シリーズ15)

③「藍 と白 と紅 」を見 て

沖縄 舞踊 界に望む こと

久高 島のイザイホー

壬生 狂言 一 舞台 ・扮装 ・楽器一

イザイホーの祭 と民俗

冠船 踊曲 目解 説

沖縄 の組 踊

沖纒 芸能 をみて

道成 寺三 態

花風 流

伝統 芸術 の支 持者 に

二木 島の船祭

民俗 芸能 項 目(「大 日本百科辞典」ジャポニカ1」)

琉球 歌劇 の上演

一 1
Ⅳ 調 査 研 究

東1,:国 立 文 化 財研 究 所42・3

來 芳(空詮1止1}1反43・3

芸 能8の841・8

民 俗 芸 能2841・10

房 総 文 化841・10

東 洋 音 楽 選 苓弊142・6

道 ∫」≧・、争三 ゴ匪ミ42●3

日本 文 学 論 究2642・7

解 釈 と鑑 賞32の942・8

【1本歌 緬 研 究542・9

世界 文 化 社42・10

旺k塵」47841・4

花 か ん ざ し141・4

疏 球 新 報41・12

国 立劇 揚 プ ロ41・12

静 岡 新 聞 その他42・1

国 立劇 揚 プ ロ92・1

朝 日ジ ャ ー ナル42・2

沖縄 タ イ ム ス42・2

朝 ログ ラ フ42・3

n王欠虜蟄」49242・6

朝 日新 聞42・7

民 俗 芸 能3042・10

小 学 館42・11

琉球 新 報42・11
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「　 一

日本 の祭 り(「玉川児童百科大辞典」17)

鮫の神楽一 概説 と曲 目解説

日本 の舞踊(1～3)

祭 り歳時記(1月 ～3月)

琉球の歌劇 一 概説 と曲 目解説一

⑤民間信仰 とその芸能(毎 月1回)

八重山の芸能

日本の民俗芸能

日本芸能の流れ

日本芸能 の伝統

沖縄 の道成寺

南 島の歌謡 と艮俗

東北の民謡 とその本質

日本の打楽 器

いなかの美学

芸能史 と琉 球

玉川大学43・1

国立劇場 プ ロ43・2

椋 流挿花(・ 一・)431

俳句(・v・)431

国立劇場プ ロ43・2

FM東 海41・4-・-12

長崎市公会堂 ほか41・5

孝1子柳1会41・7

華道学術欝座41・9

立川二中PTA41・11

伝統芸術 の会42・3

11本歌 畜舜声艶会42・6

NHKラ ジオ42・8

NHKテ レビ42。8

華道学術講座42・9

和洋女子大国文学会42・6

仲 井 幸二 郎(非 常勤,昭 和41年5月1日 就職)

①鮫神楽台本集成(芸 能の科学2,共 著)

②民謡研究の問題点

③東北民謡集岩手

④民謡研究の問題点

金砂の田楽と水木の浜

民謡集書目一覧

芸能喜劇論1

民俗生活における民謡の位置

東京国立文化財研究所42・3

0本 歌謡研究441・1(　

芸能9陶642。6

0本 歌譜学会41・5

慶応義塾 大学 言諮文化研究所41・9

慶応義塾大学 言語文化研究所42・1

慶応義塾大学 言語文化研究所42・10

慶応義塾大学 国文学研究会42・12
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Ⅳ 調 査 研 究

3保 存 科 学 部

A研 究 題 目

題日のつぎの括孤内の数宇は年度を,共 は共岡研究を示す.

化 学 研 究 室

岩 崎 友 吉(化 学研究室長)

〔1〕 文化財保存のための薬剤の研究

(1)絵 画保存修理用 の合成樹脂(41～42,共)

(2)遺 唆保存用の薬剤(41～42,共)

(3)発 掘 品保存用 の薬剤(41～42,共)

(4)防 虫,防 徽,防 錆剤,嬢 水剤(41～42)

(5)擬 石,入 工木 材(41～42,共)

〔II〕 文化財 の保存技 術に於 け る化 学的研 究

(1)う るし,紬 薬等の物質的変壊(41～42)

(2)漂 白技術(41～42)

(8)発 掘現場に於 ける応急処置(41～42,共)

(4)超 音波 と合成樹脂 の併用 による発掘 品の洗瀞(41～42)

(5)凍 結乾燥 の発掘 品保存 への応用(41～42,共)

(6)収 蔵庫 内の化学的影響 因子(41～42,共)

(z)老 化試験(41～42,共)

〔皿〕 文化財 の材質 の研究

(1)古 代ガラス(41～42)

(2)和 紙(41～42)

(3)絵 画資材(41～42)

〔IV〕 伝統的保存技術の研 究(41^-42,共)
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〔V〕 海外に於 ける文化財 保存技術 との関連研究(41)

〔VI〕 陳列室並びに収蔵庫 内の温湿度 お よび汚染空気が美術 品に及ぼす影響 とその防

除につい ての研究(42,共)

江 本 義 理(主 任研究官)

〔1〕 文化財 の材質に関する研究

(1)非 破 壊的方 法お よび微量試料 による分析法の検討 とその感度,精 度 の向上に

関す る研究(41～42)

(2)X線 分析法 による材 質の判定,変 質お よび技法に関す る研究(41-42)

(3)赤 外線 分析法 に よる 〃(42)

(4)ガ スク ロマ トグラフィーによる 〃(X12,共)

(5)熱 分析法 による材質研究の検討(42)

(6)智 光曼 崇羅 の総合的研究(41,共)

a顔 料な どの材質お よび技 法の科 学的研究

(7)近 世初期 日本洋風美術の実 証的研 究(42,共)

a顔 料な どの材質お よび技法 の科学的研究

〔II〕 空気汚染の文化財 に及ぼす影 響に関する研究

(1)汚 染度 の測 定(41^-42,共)

(2)大 気腐 食に関する研究(41～42)

(3)保 存環 境および影響調査(41～42)

(4)大 気汚 染に関する基礎的研究一 主 として標準測定法 の研究 ならびに汚染の

成 因,挙 動 の化学的究明(41,共)

〔皿〕 科学的鑑定 の基礎 データーの蒐集(41^-42)

〔Ⅳ〕 出土木製 品の変色 に関す る研究(41)

〔V〕 陳列室 な らび に収蔵庫内 の温湿度お よび汚染空気が美術品に及ぼす影響 とその

防除 につい ての研究(42,共)

(1)汚 染因子の究明

(2)大 気腐食の調査

〔VI〕 年代測定 に関する研究(42)
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樋 ロ 清 治

〔IJ彩 色顔 料剥 落 どめ処置 の研究

(1)変 性 アク リルエマル ジ ョンの応用(41～42)

(2)剥 落状態 とその崩壊機構 の関係(41～42)

〔II〕 出土木製 品保存 処置 の研究

(1)凍 結真 空乾燥法の改 良(41-r42,共)

(2)P.E.Gそ の他の方法 に よる比較研究(41^-42,共)

〔皿〕 合成樹脂 の減圧 含浸による保存処置

(1)出 土鉄製 品の強化 および防錆(41～42)

(2)脆 弱化 した木,骨,石 等 に対 する処 置(41～42)

〔Ⅳ〕 発泡合成樹 脂の文化財修理 への応用(41～42)

〔V〕 遺跡 の保存処置 に関する研 究(41^-42,1t)

Ⅳ 調 査 研 究

門 倉 武 夫

〔1〕 空気汚染が文化財に及ぼす影響 に関する研 究

(1)ガ スク ロマ トグラフィー による汚染因子の究明お よび同定 法の研究(42,共)

(2)空 気中 のイオ ウ酸化物,硫 化水素の測定(41^-42,共)

(3)曝 露試験結果 と汚染度 との関係について追究(41～42,共)

(4)大 気汚染 に関す る基礎的研究一 主 として標準測定法の研 究な らびに汚染の

成 因,挙 動 の化学的究明(41,共)

〔II〕 文化財 の材質に関す る研究

(1)ガ スク ロマ トグラフ ィーの応用研究(41～42,共)

a)ガ ス クロマ トグ ラフ ィーによる分析 および 同定法 の研究(41～42,共)

(2)文 化財 に対す るミク ロの応用

a)ス ポ ッ ト分析 の研究(41～42)

b)顕 微 鏡用試 料の作成法 について(41～42)

〔m〕 陳列 室並びに収蔵庫 内の温湿度 および汚染 空気 が美術 品に及 ぼす影響 とその防

除 につい ての研究(42,共)
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物 理 研 究 室

登 石 健 三(物 理研究室長)

〔1〕 照明に関する研究

(1)博 物館 照明光源

a)螢 光灯 その他 の光源 の分光エ ネル ギー分布測定 と検 討(41-42,共)

b)赤 外線 吸収 フ ィルターの性能(41～42,共)

(2)撮 影時 の照 明

a)文 化財に及 ぼす熱効 果(41)

b)フ ラッシュ,ス トロボの危険度(41)

〔II〕 保存環境 に関す る研究

(1)室 内空気状況(41～42,共)

a)コ ンク リー トを原因 とす る苛 性浮遊物

(2)温 湿度調節(41～42,共)

〔皿〕 文化財 の輸送

(1)ジ ェッ ト輸送中の状況(41,共)

〔Ⅳ〕 光学的方法に よる古美術品の研 究

(1)仏 像体 内銘 の撮影(41,共)

(2)ガ ンマー線 による金属製 品の透視(41-42,共)

(3)X線 に よる透視

a)中 尊寺巻柱(41～42,共)

b)48体 仏光背(41～42,共)

〔V〕 材質劣化 に関する研究

(1)漆 膜 の紫外線に よる劣化(41,共)

(2)強 度試 験 による日本紙 の劣化(42,共)

(8)変 襯色 の研 究(41・・42,共)

a)岩 絵具 の裡色

b)油 絵 の劣化 と対策処置
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Ⅳ 調 査 研 究

〔VI〕 材料 の吸放湿性

(1)木 材 の吸放湿性(41～42,共)

(2)シ リカゲル の吸放湿性 の建築へ の応用(41～42)

〔V皿〕 陳列室並びに収蔵 庫の室内温湿度及 び汚染空気が美術品に及ぼす影響 とその防

除についての研 究

(1)室 内温湿 度の経年変化(4!.42,共)

(2)〃 苛性 度の 〃(41～42,共)

噸

見 城 敏 子

〔1〕 保存環境 に関す る研究

(1)室 内空気状況(41-42,共)

a)コ ンク リー トを原因 とす る苛性浮遊物

(2)温 湿度調節(41～42,共)

(3)湿 度計 の劣化対 策の研究(41～42,共)

〔皿〕 材料 の吸放 湿性

(1)木 材の吸放湿 性(41-42,共)

(2)シ リカゲルの吸放湿性 の建築へ の応用(41^-42,共)

〔皿〕 材 質劣化 に関す る研究

(1)変 槌色の研究(41-42,共)

a)岩 絵具の襯色

b)染 料 の襯色

(2)油 絵 の劣化 と対策処置(41^・42,共)

(3)う る しの光 による劣化

〔Ⅳ 〕 陳列室並 びに収蔵庫 の室内温湿度及び汚染空気が美術品等に及 ぼす影響 とその

防 除につい ての研究

(1)室 内温湿度 の経年変化(41～42,共)

(2)〃 苛性度 の 〃(41-42,共)

61



石 川 陸 郎

〔1〕 照明 に関す る研究

(1)博 物館照 明光源(41～42,共)

a)螢 光灯その他 の光源 の分光エネルギー分布測定 と検討

(2)撮 影時の照明(41～42,共)

a)文 化財 に及ぼす熱効果

b)フ ラッシュ,ス トロボの危険度

〔II〕 光学的方法に よる古美術 品の研究

(1)ガ ンマー線 による金属製品 の透視(41～42,共)

(2)X線 に よる透視(41～42,共)

a)中 尊寺巻柱

b)48体 仏 光背

c)漆 芸品

(3)仏 像体内銘 の撮影(41,共)

〔皿〕 材質劣化 に関す る研 究

(1)変 襯色の研究(41～42,共)

a)岩 絵具 の裾 色

〔Ⅳ〕 陳列室並びに収蔵庫 の室 内温度及 び汚染 空気が美術 品等 に及ぼす影響 とその防

除についての研究

(1)室 内温湿度 の経年変化(41～42,共)

(2)室 内苛性度 の経年変化(41～42,共)

ρ

生 物 研 究 室

江 本 義 数(非 常勤)

〔1〕 国宝,重 要文化財建造物及 び美術 品の徴害 と防 除

(1)空 中微生物殊 に糸状菌 の採取,純 粋培養,種 の決定(41～42)

(2)腐 朽木材 よ り菌 の分離培養 と防除(4!.42)

(3)美 術 品に発生 した菌の培養,防 除及び保存の方法(41^-42)
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Ⅳ 調 査 研 究

〔皿〕 国宝,重 要文化財建造物等 の材質研究(41～42)

〔m〕 糸状菌 と湿度 との関係(41～42)

〔IV〕 陳列室並びに収蔵庫 内の温湿度お よび汚染空気が美術品に及 ぼす影響 とその防

除についての研 究(42,共)

修 理 技 術 研 究 室

o

立 田 三 朗(修 理技術研究室長)

q〕 文化財 の伝 統的修理技法 の調査 および記録作製(41～42)

〔皿〕X線 分析 に よる材質調査 をも ととする技法研究(41～42)

〔皿〕X線 透視 に よる構造,材 質,お よび技法研究(41^-42,共)

〔Ⅳ〕 冠水,膠 着硬化 した書籍等 の展開 についての技法研究(41^-42)

〔V〕 合 成樹 脂に よる文化財 の保存技術 の研究

(1)彩 色剥落防止(41～42,共)

(2)材 質強化(41～42,共)

(3)金 属 の鍔 化,崩 壊防止(41^-42,共)

1〔VI〕陳列室並びに収 蔵庫 内の温湿度 および汚染空気が美術品に及 ぼす影響 とその防

除 につい ての研究(42,共)

〔～萄 鎌倉時代の鋳造 技法 の研 究(42)

中 里 寿 克

〔1〕 文化財 の伝 統的修理技法 の調査及 び記録作製(41～42,共)

〔1【〕 レン トゲ ンに よる染芸品,そ の他 金工 品の材質及び構造調査(41～42,共)

〔皿〕 中尊寺金色 堂部材 の調査及研究(41～42,共)

〔Ⅳ 〕 中世漆芸 品の金銀粉 の調査研究(41)

〔V〕 主に東 北地 方を中心 とす る砂金 の採取 とその成分,更 に蒔絵 との関係 につい て

(41)

茂 木 曙

f―1文 化財の伝 統的修理技法 の調査及 び記録作製(41～42,共)
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CII)

〔皿〕

CN)

Cv)

中尊寺 「しぼ り経」の展 開法についての研究(41～42,共)

合成樹脂 による文化財の修理技術 の研究(41～42,共)

中尊寺金色堂部材の調査 お よび研 究(41^-42,共)

受託研究 による科学的保存 処置(41～42,共)

B調 査 研 究 活 動

年 ・月,場 所,内 容の順序に記し,末 尾に共同調査者を付載。括孤内の氏名は所外者。場所の記入のな

いのは研究所内で行われたもの。

化 学 研 究 室 ■

岩 崎 友 吉(化 学研究室長)

41・4ア ラブ連合カイ・ 吝鯉 整 出土木製品保存処置のコンサルタ

41・6松 戸市III舟 保存調査

41・6神 奈川 県二 宮 町 古墳 壁画保存 処置

41・7千 葉県印西町木下 貝層保存処置調査

41・7文 化財保護委員会 文化 財防災懇 談会

41・7岡 崎市伊賀八幡宮 風蝕材保 存処置指導

41・8東 京都 ミロ展出品のための到着絵画被害調査

41・9京 都市 知 恩 院 経蔵内部彩色 剥落 どめ指 導

41二
11沖 縄 宮 古 島 ドイツ皇帝博愛記念碑保存処置調査

41・10東 京都 常憲 院 廟 礎石 欠損部修理指導

41・11轡 市大崎八幡神 内部 彩色購 どめ指導

41.11
12沖 縄 宮 古 島 ドイツ皇帝博 愛記念碑保存作業指導

41・12平 城 宮 跡 発堀 品の保存処置指導

42・1千 葉県印西町木下 貝層保存 処置実験

42・1浜 松 市 蜆 塚 貝層 の保存

42・2京 都 市 東 福 寺 三門上層 内部彩色剥落 どめ指導

…2磯 市宮縣 立博 鉄製出土品の保存処置指導

樋 口

樋口

樋口

樋口

樋口

樋口の茂木

樋口
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噸

◎

42・2

42・2

42・3

42・3

42・3

42・4

42・4

42・5
～5

42・5

42・5

42・6

42・6

42・7

42・7

42・7

42・9

42・9

42・9

～11

42.11
～12

42・2

43・3

43・3

43・3

43・3

43・3

43・3

千葉県密津海洋資
料館

神奈川県立博物館

能 本 市 千 金 甲

箕面市,尼 崎市

東 京 国立博物館

東 京 都 妙 定 院

日 光 市 輪 王 寺

松戸市

沖 縄 那 覇 市

奈 良 県 法 隆 寺

大阪市 難 波 宮趾

京都府 浄 瑠璃 寺

千 葉 県 印西 町

奈 良 県 法 隆 寺

京 都 市'ii'f水寺

豊中市勝 部 遺 跡

ハワイ,ホ ノルル

東京都及び京都市等

宮崎県 立ft's物館

)1(都 市 東 福 寺

浜 松 市 蜆 塚

奈鋤if平 城 宮跡

横浜市神ノ木台遺跡

仙台市 大 崎 八幡

江 本 義

41・4
N

41・4川 ・市

Ⅳ 調 査

刹舟保存調査

館内状態の化学的調査 門倉

古墳保存処置指導 樋口

遺跡保存の実態調査 樋ロ

カナダ・モントリオール世界博出陳物殺虫

収蔵庵殺山指導

板絵保存処置指導

丸木舟(出 土品)保 存処置指導

円覚寺放生橋保存処置指導

金堂壁画模作パネル調査(1)

遺跡保存指導

表具技術の実技の研究

三重塔内部彩色剥落どめ指導

木下貝層保存調査

金堂壁画模作パネル調査(2)

絵馬汚染調査

発堀人骨等保存処置指導

ホノルル ・アカデミー ・オヴ・アーツ及びビ
ショップ博物館に対する文化財保存指導
東洋美術専門家会議出席(理 論的及び実技的協
力)

鉄製出土品共他保存処置指導

三門上層彩色剥落どめ指導

沖縄建造物彩色研究,指 導

貝塚保存処置指導

出土木製保存処i研 究

遺跡の部分的保存処置の指導

内部彩色剥落どめ指導

研 究

ユネスコおよび

国際博物館会蹴

理(主 任研究官)

蕩地汚染度の測定(二 酸化鉛法)9地 区29ケ 門倉

世良 田東 照宮鉄灯籠修理指 導 立田,樋口



41・6
7,8
11・9・ 奈 良 元 興 寺
42・1

41・9岡 山 城

41・9箱 根 美 術 館

41・9
^-10棘 儲 院 廟

41・12奈 良 平 城 宮 跡

42・1京 都 清 水 寺

42・2岡 山 西 大 寺

42・3津 三重県立大医

42・3宋 置 禿艮 美tilt食 官

42・3仙 台 東 北 大

42・5箱 根 美 術 館

42・6勇 餐⊥気と砂千・5r攻戎宮諺亦

42・77去F灸 寺

42・噸 需 卿゚ 秩父

42・10濯 ミ1隆 寺

42・10

);iYiS知 恩 院,妙

42・11蓮 寺,大 覚 寺,高

山寺

宇 治 平.,院

42・12麟 人文科学研

…12難 髄 寺・杉

42・12奈 良研 ・平城宮跡

43・1難 髄 寺・杉

43・1

43・3類 離 姜櫨

43・3奈 良研 ・平城宮跡

智光曼祭羅板曼茶羅その他の調査

天守閣陳列場内の保存環境調査

空気汚染の影響調査

彩色,塗 装,顔 料等材質調査

出土木材保存処置指導

絵馬(末 吉船)保 存処置調査

空気汚染の影響調査

大気汚染因子測定法研究

汚染空気の影響調査

出土遺品材質研究

汚染空気の影響調査

出土木簡保存処置指導

金堂壁画再現テストパネル現地調査

和銅などの試料採取

金堂壁画再現テストパネル現地調査

京都清水寺絵馬末吉船調査

収蔵庫内外の文化財保存環境調査

自然科学的年代測定シンポジウム

収蔵庫内外の文化財保存環境調査

出土木器の保存処置調査

収蔵庫内外の文化財保存環境調査

中尊寺金色堂巻柱調査

初期洋風画調査ならびに撮影

出土遺物の保存処置調査

樋 口 清 治

41・4

66

聖観音(彩 色木像)保 存処置

登石

鍋崎,樋 口

門倉

門倉

樋口

門倉

門倉

樋口

門倉

樋口

立 田,中 里

覧



■

∂

■

41・4川 師

41・5

41・6

41・6松 戸 市

41・6神 奈 川 県 二 宮 町

41壇 撫 市 三殿 台

41・7岡 崎市伊 賀入幡 宮

41・10東 京都 常憲院廟

41・11京 都市 知 恩 院

41・12仙 台市 瑞 厳 寺

41・12奈 良市 平 城 宮

42・1浜 松市 蜆 塚

42・1千 葉県 印 西 町

42・2宮 山奇了行

42・1栃 枳 輸 王 寺

42・3熊 本市 千 金 甲

42・3箕 而市 尼 ケIll奇市

42・5松 肺

42・ ・ 欝li備 肺 金

42:
76千 瓢 富 津

42・6
N8

42・6奈 良研 ・平 城 宮 跡

42・7千 葉 県 木 下

42。9仙 台 市

42・10奈 良市 元 興 寺

42・10ガ(者1～ 了1丁

42・117;(者1～ 了行

42・12

世良田東照宮鉄灯樋修理指導

八代神社鉄鍬形保存処置

小菅神社馬頭観音(木 像)保 存処置

刺舟保存調査

横穴古墳壁画抜取保存処置

遺跡保存処置

風蝕木材の保存処置指導

礎石欠損部修理

経蔵内部彩色剥落どめ

襖絵保存処置調査

跡出土木材保存処置指導

貝塚保存処置

木下貝層保存処置調査

鉄製出土品の保存処置

神像保存処置

装飾古墳柳障保存処置

遺蹟保存の実態調査

Ⅳ 調

合成樹脂溶液の浸演による丸木舟の保存処置

明恵上人遺跡卒塔婆保存修理に関する調査

奇U舟の合成樹脂による保存処置

受託研究 「瑞厳寺襖絵保存処置」の調査研究

出土木材保存処置に関する研究調査

天然記念物 「木下貝層」保存処置に関する調
査

大崎八幡神社彩色剥落どめ調査

極楽坊国宝五重小塔修理のための合成樹脂の
指導

受託研究 「浄瑠璃寺彩色剥落どめ」調査

受託研究 「東福寺山門彩色剥落どめ」調査

清水寺絵馬の汚染因子の調査

査 研 究

立 田,江 本

立!ヨ,lll里

立 田,r凶l

a.崎

牙}崎

牙}崎

身8}崎

躬崎,茂 木,中
旦～

茂木

牙跡

牙}崎,茂 木

身瞥崎

身膣;崎

:rr崎,立 田,中
里,茂 木

岩崎

'r'}1崎

'r'}崎,中旦L,茂
木

斗Il崎,中 里p茂
木

娼崎,修 理技術
研究錫{

江木

牙1崎

立田,茂 木

中里,茂 木

立 田,茂 木

躬 崎,江 本
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「一一一一一一 1
42・12平 城 宮 跡

43・2和 歌山県 有田市

43・2宮 崎市

43・3浜 松市

43・3平 城 宮 跡

43・3和 歌山県 金屋町

出土木材保存処置に関する調査

明恵上人遺跡卒塔婆保存修理の指導

宮崎県立博物館出土鉄製品の保存処置指導

蜆塚貝塚保存処置調査

出土木製品処置方法の調査

明恵上人遺跡卒塔婆保存修理の指導

江本,門 倉

岩崎

岩崎,茂 木

樹崎,江 本

門

41・4

41・4

41・4

41・4

41・4

41・4

41・4

41・4

41・4

41・4

41・8

41.8

41・9
×10

42・2

42・2

42・2

42・3

倉 武 夫

東京 上 野 公 園

東京 浅 草 寺

横浜 三 渓 園

京都国立博物館

纏 轟毒
東京 新 宿 地 区

宇治 平 等 院

熱 海 美 術 館

箱 根 美 術 館

岡山県 西大寺市

京都 国立博物 館

神奈川県立博物館

三重県津市

42・4

42.11

京都 知恩 院,妙 蓮
42・11寺,大 厳 寺,高 山

寺

68

亜硫酸ガス測定(過 酸化鉛法6ケ 所)

ii

//

it

//

ii

//

//

//

(〃3ケ 所)

(〃7ケ 所)

(〃6ケ 所)

(〃3ケ 所)

(過酸化鉛法)

(〃)

(〃)

(〃)

亜硫酸ガス測定(ロ ザニリン法)

古文化財の顕微鏡用試料の作成法研究

明治村塗料の顕微鏡写真撮影

中尊寺金色堂漆材料の顕微鏡撮影

観音院空気汚染による影響調査

空気汚染の影響調査

博物館建造物内部の状態の化学的調査

大気汚染因子測定法の研究

瀦美驕 羅露亀簸た饗翻算
所の空気汚染度を測定
ガスクロマトグラフィーによる汚染因子追究
のための室内外の空気試料採取および分析

収蔵庫内外の文化財保存環境調査

淋

ρ

ρ

ρ

'

0

θ

0

0

o

θ

o

江本

江本

燐崎,埜 石

江本

淋

淋

淋

●

◆



42・12

42・12

42・12

43・1

43・2

43・2

宇治 平 等 院

鎌倉 杉本寺,
背蓮寺

東京 山種美術館

鎌倉 杉本寺青蓮寺

鎌倉 杉本寺青蓮寺

京都 知恩院,妙蓮寺 大
覚寺,高

山寺

宇治 平 等 院

Ⅳ 調 査 研 究

(ガ スクロマ トグ ラフィー用試料採取)

撫 蹴 グラフ ィ闘による・ うる し・膠 江本

収蔵庫内外の文化財保存環境調査1」 二本

陳列室内および収蔵庫内外の空気試料採取ll二 本

収蔵庫内外の文化財保存環境調査 江本

収蔵庫内の文化財保存環境調査 江本

収蔵庫内外の文化財保存環境調査 江本

■

物 理 研 究 室

●

登 石 健 三(物 理研究室長)

41・3法 隆 寺 焼 損壁画の分光反射率測定 と斑 点調査

41・5〃 法隆寺宝物館列♂3
,のX線 調 査

41・6ス ポー ツ 博物 館 収蔵庫 内状 態調査

41・6東 京 芸 術 大 学 図書資料館 内 〃

41・6京 都府9ケ 寺収蔵庫内 〃

41二
11蘇 脇 嬬1漱 物語雛 のケース収納

41・8密 士 銀 行 オ リンピ ック旗保存 のた め館内状態調 査

41・8中 尊 ・¥金 色堂外陣囲壁X線 調査

41・9霊 友 会 博 物 館 館 内状態調査

41・9山 種 美 術 館 〃

41・9岡1⊥1虹 戊 〃

41・12
42.3棘 国蟷 物館 オ キナワ展鞄 と開梱湿麟 節

41・12西 洋 美 術 館 ロシヤ展 の際 の館内湿度測定

42・2明 治 神 宮 鳥 居腐朽X線 調査

42・2京 都国立博物館 空気調節状況調査

42二2神 奈川県立博物館 館 内空気状態調 査

42・3東 京国 立博物 館 カナダ万国博 出品物 の梱 包湿度調節

イ∫川

石川

見城

ρ

見城

イゴ川

江本理

見城,石 川

門倉

石川

見城,石 川
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1

42・4川 崎 市 公 民 館 展 示 状 態 調 査

42・4
43.3

42・4東 京 国 立 博物 館 東 洋 館 照 明並 に館 内 状 轍
,...42.

11神 奈川県立 博物館 館 内 状 態 調 査

42
43:6'窟 士 銀 行 オ リン ピ ック旗 保 存 状 態調 査

擬 黒 田記念 館 館内状総
2

42
1b7法 隆 守 金堂壁画摸 作パネル調査

42
43:8L二 条 城 撮影 についての指導 と調査

42・11東};(国 立博物 館 カナダ万国博 出陳物開掴 に伴 う調査

・2・12難 杉本糖 収灘 内調査

43・1府 中 郷 土 館 館内状態調査

・3・1膿 出 蘭 【LI収.:内 状欄 査

知恩院,妙 蓮 浄,
43'3dblllTr

te;t5,・.・大購 臓 庫 内 状齢 査

43・3法 隆 寺 焼 損 壁 画 調 査

見城,石 川

見城

見城

見城,石 川

S己」皮,イill

マf川

○

見 城 敏 子

41・ ・1轡 ポーツ渤

41・6東 京 芸術大学

41・6五 島 美 術 館
～10東 京国 立 博 物 館

4112
^-42.3棘 国 端 物 館

42。3〃

42・4
^-43.3棘 国 鮒 物 館

42・11神 奈川県立博物館

42・9,
11,12,黒 田 糸己 念 禽霞
43.1,2

42・7鎌 倉 杉本寺,青
～43・3蓮 寺

京都 知恩院,妙
42・11蓮 寺,高 山寺,大

覚寺,平 等院

知恩院,杉 本寺,
43・3高 山寺,大 覚寺,

平 等院

収蔵庫内状態調査

図書資料館内 〃

源氏物語絵巻のケース収納

オキナワ展梱包と開梱湿度調節

カナダ万国博出品物の梱包湿度調節

東洋館照明並びに館内状態調査

館内状態調査

館内状態調査

収蔵庫内の調査

収蔵庫内状態調査

ii //

翌石

ク

躍

8

o

埜石,お 川

登石

登石,石 川

石川

登石.石 川

■
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Ⅳ 調 査 研 究

石 川 陸 郎

41・3搬 法 隆 ,-p

41・5 東 京 国 立 博 物 館

41・8眉 手 中 尊 寺

41・9111手 中 尊 寺

41・9東 京 根津美術館

41・12
-42.3棘 国立博物館

42・2鯨 明 治 神 宮

42・3 東京 国立 博物館

42・4n
～5

42・4n
～5

42・4n
43.3

42・7鎌 倉 杉本寺,轡
～43・3蓮 寺

京都 知恩院,妙
42°11辮:ll號 大

43・2

焼損壁画の分光反射率測定と斑点調査

法隆寺宝物館列品のX線 調査

金色堂外陣囲壁X線 調査

金色堂外陣囲壁特殊光線による写真撮影

宝相華銀平文袈裟営構造調査

沖縄展梱包と開梱温度調節

鳥居腐朽X線 調査

カナダ万国博出品物の梱包湿度調節

法隆寺記念館(コ¥1体仏光背X線 透視調査

〃 漆芸品X線 透視調査

東洋館照明並びに館内状態調査

収蔵庫内調査

収蔵庫内状態調査

中尊寺金色堂部材精密調査

知恩院,杉京都
43°3欝:牽 號 大 臓 廟 状㈱ 査

43・3奈 良 法 隆 寺 焼損壁画調査

整石

埜イf,中IL

埜石

発石

中里

翌石,見 城

埜省

整石,見 城

登石

翌石

発石,見 城

登石,見 城

見城

翌石

埜石,見 城

登石

生 物 研 究 室

の

江 本 義 数(非 常勤)

41・4畠 耀 照臭麟 隙 および腰 文化財建造物の徽害と防除

41・4分 離菌株 の保存 と菌 の性質調査

41・4奈 良 法 隆 瀞 焼 損壁 体徽害調査

41・4千 葉県 海岸 出土丸木舟材 の材種調査

A1.8,
12東 京 富 土 銀 行 オ リンピック旗 の保存(防 徽 防 虫)

41・10三 宝院金銅両界曼 陀羅 の徽害調査

41・12東 京国立博物館 沖縄展出品物の防徽防虫

71



41.12

42・3

42・4

42・4

42・4

42.11

43・2

東京 明治神宮 鳥居腐朽の調査

京都国立博物館 陳列室戸棚の徽害と防除

京都国立博物館 陳列戸棚のf害

奈良 法 隆 寺 金堂試作パネル徽害調査と防除

奈良 法 隆 寺 金堂焼損壁体の徽害調査

京都 知恩院,高

欝:姦 雛 妙 収灘 の徽翻 査
東京 密 士 銀 行 オ リンピック旗保存のため防徽防 虫

修理 技 術研 究室

立

41・4

41・4
～6

41・4
N6

41・4
～6

41・4
～11

41・5

41・5

41・6

41・6

41・6

41・6

41・7
N8

41.10

42・1
～3

42・2
～3

42・4
～5

42・4

43.3

42・6
～9

?2

田 三 朗(修理技術研究室畏)

東京都 木造彩色聖観音保存処概法研究

川口市 群馬県世良田東照宮鉄灯寵修理処置法研究

東京都 皇居板戸絵清掃剥落どめ処置調査

神奈川県 覚園寺 宝筐印塔保存修理処置調査

京都 知 恩 院 経蔵内部彩色剥落どめ

東京都 三重県八代神社嗅鍬形台修理処置研究

神奈川県 覚園寺 鉄造不動明王調査

埼玉県 県下社寺金工品調査

愛知県 鳳 来寺 境内金工品出土品調査

愛知県 鳳 来寺 東照宮金工品調査

長野県 小菅神社 馬頭観音保存処置調査

東京都 文化財調査

神奈川県 英勝寺 舎利塔修理指導

栃木県 輪 王寺 神像保存処置 破損諸仏調査

鎌倉市 長谷寺鰐口,妙 本寺雲版,浄 楽寺鐘等調査

松戸市 丸木舟保存処置法検討

鎌倉時代鋳造技法の研究に関する資料整理

宮城県 瑞厳 寺 襖絵彩色保存処置

中里,樋 ロ

江本.樋 口

茂木.中91

樋 口.茂 木

碧崎.樋 口,茂
木.中1且 ～

樋 口.中 巫

岩崎,樋 口,中
里,茂 木

岩崎,樋 口,残木り中里

岩崎,樋 口,中
里,茂 木

6
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42・7京 都 浄 瑠 璃 ξ、lf

42・7棘 都

42・9東 京都

42・9宮 城県大崎八幡神
～43・3社

42遭 京都 浄瑠鞘

42・11
43.3京 都 東 福 寺

43・1栃 木県 輪 王 寺

三重塔初層内部彩色保存処置法検討

文化財の調査

亀山天11`1.ii像原型復元指導

社殿内部彩色側落どめ調査

三重塔物層内部彩色剥落どめ

三門上層内部彩色剥落どめ

板絵神像剥落どめに関する調査

究研査調Ⅳ

茂吼枷
木

樋 口,中 且隻,茂
木

中里,茂 木

茂木

rい里,茂 木

6

中 里 寿 克

41・4

41・4東 京 国 立 博 物 館

41・5

41・

41・

41・

41・

41・9根 津 美 術 館

41・9

41・11京 都 知 恩 院

42・5 千 葉 県 松 戸 市
～5

42・・翻 館法階 齢

42・6千 難 榊11f

42・6

42・9宮 城 県大崎 八幡宮

42・10京 都市 浄瑠璃寺

42.12

43・1

43・1
～3

中尊寺金色堂漆芸部材の修理施工記録

国宝片輪車蒔絵手箱調査

法隆寺宝物館伎楽而調査

国宝宝相華蒔絵宝珠箱調査

〃倶利迦羅tai絵経箱調査

重文桐竹文蒔絵瓶子調査

国宝沢千鳥蒔絵小唐櫃調査

重文宝相華銀平文袈裟箱調査

金剛峯寺木製経箱調査

経蔵彩色保存

出土創舟の樹脂強化保存処置

染皮箱,蒔 絵袈裟箱の調査

出土刎舟の樹脂強化保存処置

瑞巌寺本堂襖絵の彩色保存

本殿の板壁及天井の彩色保存

三重塔彩色保存

京都市清水寺絵馬の調査

仁和寺蔵蒔絵冊子箱の調査

中尊寺金色堂乾坤柱の修理保存処置

ーー,

ρ

謬

樋 口.茂 木

岩崎,樋 口.茂木
,立 田

石 川

岩崎,立 田,樋
口,茂 木

石 川

岩崎,立 田,樋
口



茂 木 曙

41・4宮 内 庁

41・4鎌 倉 覚 園 寺

41・9
^-42.3京 都 知 恩 院

41・11仙 台大崎 八幡神社

41・11松 励 瑞 巌 寺

41・12〃

42・1浜 松 蜆 塚

42・2松 江 八重垣神 辻

42・2熊 本 熊 本 城

42・2生 口勘 向 上 寺

42
42.23京 都 東 福 寺

42・4松 肺

42二
76密 津市

42・6蘭 瑞 厳 寺

42・7)}(者1～ 評争瑠 璃 寺

42・9仙 台 大崎八幡神
^-43・3社

42詔 京都 醐 璃寺

42・11
43.3京 都 東 福 寺

43・1胱 輪 王 寺

43・3浜 松市 蜆 塚

旧明治御殿 ・青山御殿内板戸絵彩色保存処置

宝筐印塔保存処置

経蔵彩色保存処置

建築彩色保存のための調査

襖絵保存のための調査

〃 保存のための一部処置

遺跡の保存処置

板絵保存状態調査

舟屋形彩色保存状態調査

三重搭内部彩色保存状態調査

三門彩色保存処置

合成樹脂溶液の浸漬による丸木舟の保存処置

//

襖絵の保存処置

//

三重塔初層内部彩色保存のための鯛査

社殿内部彩色剥落どめ

三重塔初層内部彩色剥落どめ

三門上層内部

板絵神像剥落どめ

貝塚保存処置調査

C主 要 研 究 業 績

立 田,中 里

樋 口,立Il」

尉崎,樋 口,中
1L

樋 口,立 田

樋 口

を'}崎,樋II

'r'}崎,立 川,巾
里

キ゚崎,樋 日,中旦1
,立 川

歯1崎.樋 口,中II

x崎,樋 日,巾
頚

鍋崎,樋 口

樋 口,立 川p中
1

中里,樋iI

樋口,立 川

ぎ}崎,Aitt

①は著鮎 ②は論文,③ は解説,④ は研究発表,⑤ は講演 ・放送,⑥ は その他等の種別 を示 し,題 名,

発表揚所(発 行所,掲 載誌,講 演揚所,放 送局等),発 表年 ・月の順序に記す。

化 学 研 究 室

岩 崎 友 吉(化 学研究室長)

③ベル ギー王立文化財研究所
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●

亀

◆

④瑞巌寺襖絵の保存処置(共 著)

千葉県出土丸木舟の保存処置(〃)

⑤時の人(ア ラブ連合,出 張の談話)

樹脂加工と接着

発堀遺跡と遣物保存の化学的処置

文化財の復元

文化財修理事はじめ

文化財と接着

樹脂加工

Ⅳ 研 究 調 査

保存 科学4号43・3

n43・3

NHK(1)41・6

建造物躁購習 会41・8

東 京国 立文化助研究所開所記念 口講演41・10

NHK-TV4レ11

紀行文学会購演42・1

0本 接着協会42・4

事務局建造物裸修理技術者講智会42・8

江 本 義 理(主 任研究官)

QCharacteristicsofAntiquesandArtObjectsbyX-rayFluorescent

SpectrometryArchaeologicalChemistry(UnivofPennsylvaniaPress)1967

② 文 化 財 と空 気 汚 染i>i環 境工学42・3

文 化 財 保 存 環 境 と しての 各 地 の大 気汚 染 度 の 測定 結 果 保存科学3号42・3

大 気 汚 染 の文 化 財 に 及 ぼ す 影響(第5報)(共 著)

X線 分析 に よ る文 化財 材 質調 査 資 料1保 存科学4号43・3

彩 色 土 朱 に つ い て μ光二社一寺修理報告書43・

③ 大 気 汚 染 と文 化財 、鮒 挿 報17号(横 浜lli事務局行政部調査室)43・1

文化 財 の 保 存 科 学 フ ァルマシアVol4.N・L(口 本薬学会)43・3

④ 智 光 曼 崇羅 の 顔 料 の 分析 智光曼茶羅総合研究会41・11

文化 財 の 腐食 に つV・て 学術振興会腐食防止第97委 員会 第715回42・2

三渓 園 に お け る大 気 汚 染 の影 響調 査 神奈川県大気汚染調査報告書第9報42・3

⑥防 錆 文化財建造物修理技 術者講習会41・8

修 理 の た め の科 学 的 方 法 一 化 学 的 方 法(そ の2)

第11回 修理 技術後継者(美 工)養 成講習会41・9

文化財 と空気汚染 産業聚境工学研究会 総合セミナー42・3

防 錆 文化財建造物修理技術者講習会42・8

75



ヒ

修理のための科学的方法 化 学的方法 皿

第12回修理技術後継者(美 術工芸品)養 成講1習会42・10

樋 ロ 清 治

②瑞巌寺襖絵の保存処置(共 著)保 存科学4号,受 託研究報告第19号

千葉県出土丸木舟の保存処置(共 著)〃

替為バンク三井組柱頭の科学的保存処置(共 著)〃

④木造神像二脇の科学的保存処置 受託研究報告第185}

⑥合成樹脂と接着 肇術工芸課修理技術者欝習余

⑥伊賀八幡神社修理工事報告書(樹 脂加工の部分)伊 賀八幡修理工事報告書

43・3

43・3

43・3

Q2・3

41.9

門 倉 武 夫

②文化財保存環境 と しての各地 の大気汚染度の測定結果(共 著)保 存科学3号42・3

④三渓 園における大気汚染 の影響調査(共 著)

神奈川県大気汚染調査報告書第9報42・3

⑥大気汚染度 の測定法について 日本軽金属協会 アル ミニウム建築研究会42・4

物 理 研 究 室

登 石 健 三(物 理研 究室長)

② 下地 うる し の固 化 に関 す る研 究(共 著)色 材協会誌41・8

文 化 財 に対 す る空 調 の 理 想 空気聞和 と冷陳41・10

文 化 財 の輸 送 と梱 包 博物館研究42・1

うる し塗 膜 の 劣 化(共 著)色 材協会謎42・2

Alkalinematerialliberatedintoatmospherefromnewconcrete(共 著)

journalofPaintTechnology42・3

うち た て コ ン ク リー ト箱 内 に於 け る 美 術 品 の材 料 に及 ぼす 影 響(共 著)

保存科学3号42・3

文 化 財 の写 真 記録 皿(共 薯)〃42・3
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1

剣

日本顔 料の温湿度 に よる変色(共 著)

博物館照明光源の特質 と螢光灯の選択(共 著)

電気抵抗式湿度計の劣化 とその防 護対策(共 著)

③撮影時 の照 明

ゲルによる湿度調節

④Jettransportofartobjects(論 文提出)

⑤修理 のための科学的研究方法一物理的方法(そ の二)

・ 調 査 研 究

色材協会誌42・8

保存 科学4号43・3

n43・3

文イヒ貝オコ拝務局42。11

博物館研究43・2

1・1.C(ロ ン ドン大学)42・9

第11回修理技術後継者養成.r会(京 博)

文化財 の輸 送 と梱 包 開所記念 ・【購 演会

conservationに 関する最近 の話題i))治 大学

保存科学お よび保存庫 について(所 有者管理者)(普 及課講習)

東京,奈 良,大 阪,京 都,大 津

修理 のための科学的研究方 法 物理 的研究 方法(美 術工芸課講習)

京郡国立博物館

保存科学 および保存庫につい て(普 及課講 習)(指 導者)

東京国立博物館
京都 〃

⑥抄録報告IICAbstracts

被 写体の対眼等高線群 を各線 につ き等 しい縮小率 で写す写真方法 特許

41・9

41・10

42・5

42・9

4'L・10

42・10

42・11

41^-42

41・10

4

見 城 敏 子

② 下 地 う る しの 固化 に 関 す る研 究(共 著)色 材協会誌

うる し塗 膜 の劣 化(共 著)色 材協会誌

Alkalinematerialliberatedintoatomospherefromnewconcrete(共 著)

JournalofPaintTechnology

日本 顔 料 の温 湿 度 に よ る変 色(共 著)色 材協会誌

電 気 抵 抗 式 湿 度 計 の 劣 化 とそ の防 護 対 策(共 著)保 存科学4号

41・8

42・2

42・3

42・8

43・3

石 川 陸 郎

②平安時代膝芸品資料1(共 著) 保存科学3号42・3

7?



博物館照明光源の持質と螢光灯の選択(共 著)

平安時代漆芸品資料II(共 著)

③文化財撮影時の照明について(共 著)

④継ぎなかご一刀剣の偽作とX線透視一

生 物 研 究 室

江 本 義 数(非常勤)

②洋画に発生したカビ(第二報)

東照宮境内の建造物の防徽について

日光輪王寺大猷廟境内の建造物の徽害

二荒山神社建造物の徽害

保存科学4号

n

文化財事務局

古文化資料自然科学研究会

i」本菌学会々報

日光二社一寺文化財保存蚕員会報告瞥

〃

〃

国宝中尊寺金色堂に発生した徽と建築用材

為替バンク三井組の柱頭強化保存処置について(共 著)

千葉県大佐和町出土の丸木舟の材質について

⑤洋画に発生したカビ②

日光二社一寺境内の空中微生物と徽害

カビと洋画

保存科学

保存科学

n

古文化資料自然科学研究会

〃

東京画材額f敦商 業組 合Nl`・

43・3

43・3

9L・11

ill・?

・11・11

4'1

42・

nz

42・3

×13・3

4;i・;i

ti・n

41・5

4"y

,

修理 技 術研 究 室

立 田 三 朗(修理技術研究室長)

松本平の磐と鰐口

信濃金文年表稿

中 里 寿 克

②平安時代漆芸資料1(共 著)

平安時代漆芸技法資料II

茂 木 曙

②木造神像二躯の科学的保存処置(共 著)

瑞巌寺本堂襖絵の保存処置(共 著)

7s

「松本 と安曇 の話」42・11

安筑郷 土資料刊 行会

保存科学3Sj42・;i

保存科学4号93・3

受託研究報告第18号42・3

保存科学4号,〃 第19号43・3

ム



出土丸木舟の保存処置について(共 著)

4受 託 研 究

受 託 研 究 一 覧

年 劇

昭和41年 度

Ⅳ 調 査 研 究

保存科学4号43・3

昭和42年 度

受 託 研 究 事 項

1重 要文化財知恩院経蔵内部彩色剥

落止
2国 宝東福寺三門内部彩色剥落止

3木 像神像二躯の化学的補強処置

1国 宝瑞巌寺本堂文王の間の大襖8

本の彩色画剥落止

2国 宝浄瑠璃寺三重塔初重内部極彩

色剥落止

3国 宝東福寺三門内部彩色剥落止

4重 要文化財板絵着色日光三所権現

像外2件 の保存処置

隔 究部刷 依頼 劃
部学科存保

〃

〃

〃

〃

〃

〃

京都府教育委

員会
//

日光市輪王寺

宮城県瑞巌寺

京都府教育委

員会

ii

日光市輪王寺

国立文化財研 究所研究受託規程(昭 和34{M月30日 文化財保護委員会告示第14号)

(趣 旨)

第1条 国立文化財研究所(以 下 「研究所 」 とい う。)が 委託 によ り行 う文化財 に関

す る科学的調査研究(以 下 「研 究」 とい う。)に ついては,こ の規程の 定 めるとこ

ろによる。

(委 託の申込)

第2条 研究所に研究 を委託 しようとする者 は,第1号 様式 による研究委託 申込書 を

国立文化財研究所長(以 下 「研 究所長」 とい う。)に 提出 しな ければな らない。

(受託)

第3条 研究所長は,前 条の規定 による委託 の申込 を承諾す る揚合には,第2号 様式

による研究受託承 諾書 を当該研究 を委託す る者(以 下 「委託者」 とい う。)に 交 付

する。

(費用の負担)

第4条 委託 者は,そ の委託 にか かる研究 を実施するために必要な次の各号 に掲げ る

費用の合計額 に相当する金額 を負担 しなければな らない。

?9



L

「一

一 国家公務 員等 の旅費 に関す る法律(昭 和25年 法律第114号)及 び文部 省所 管旅

費規則(昭 和25年 文部省訓令)の 規定による旅 費

二 器具機 械費,消 耗 品費,通 信運搬 費,賃 金 その他研究 に要す る経費

(費用の納入等)

第5条 委託者 は,前 条 の規定 によ り負担すべ き費用を文化財保護委員会歳入徴収官

の発行す る納入告知書 によ り前納 しなければな らない。

2研 究所 は,研 究 が終 了 した結果,前 項の規定に よ り納入 した金額 に過不足が生 じ

た場合には,委 託 者にその額 に相 当す る金額 を返還 し,又 は納入 させ なければ なら

ない。

3委 託者が第1項 の規定 による費用を納入告知 書に定 める期限 内に納入 しない とき

は,委 託を取消 したものとみ なす。

(研究の中止)

第6条 研 究所 は,研 究所 の業務 に支障があ るため,又 は災害その他 やむ を得 ない理

由があ るため研究 の継続が困難 となった ときは,当 該研究 を中止す るこ と が で き

る。 この場 合において,研 究所長は,遅 滞な くその旨を委託者 に通知 しなければな

らない。

2前 項の規定 にかかわ らず,研 究所 は,委 託 者の 申出によ りその委託 にかか る研究

を中止す るこ とが できる。

3研 究所 は,第1項 の規定 によ り,研 究 を中止 した結果,前 条第1項 の規定に よ り

納入 した金額 に過剰 を生 じた揚合には,そ の額 に相当す る金額 を返還 しなければな

らない。

(研究の結果 の報告)

第7条 研 究所 長は,研 究が終了 し,若 しくは中止 された ときは,遅 滞 な くその結果

を委託者 に報 告 しなければな らない。ただ し,研 究 の過程 にお いて委託者の求めに

応 じて中間報告 をす ることができる。

(研究 の結果 の公表)

第8条 研究 の結果 の公表は,研 究所 がこれを行 う。

(損害賠償の免責)

第9条 研究所 は,天 災その他研究所 の責 に帰す ことができない理 由によって,研 究
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に関 し委託者 の受 ける損害 につい ては,そ の賠償の責 を負 わない。

(委託者 の協 力)

(第一号様式)

第10条 委託者 は,研 究所長 の承認 を得 て,そ の委託 にかかる研究 に関 し協力す るこ

とが できる。

附 則

この規程 は,公 布の 日か ら施行 し,昭 和34年5月1日 以後 に行 われる委託 の申込か

ら適用す る。

研 究 委 託 申 込 書

昭和 年 月 日

国立文化財研 究所長 殿

現住所

氏 名 印

国立文化財 研究所研 究受託規程 に基 き,下 記内容 をもって,文 化財 に関す る科

学的調査研究 を委託 したい ので 申込み ます。

記

1題 目

2目 的 及 び 内 容

3予 算 の 範 囲

提

,　

等

量
等

材

数
期

資
無

,時

,有
名

の

具

の
品
供

器
供
く
提

4

5完 成希望期限

6公 表猶予期限

7そ の他希望事項
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(第二号様式)

研 究 受 託 承 諾 書

昭和 年 月 臼

殿

国立文化財研究所長

昭和 年 月 日付研究の委託の申込は,国 立文化財研究所研究受託規

程に基き,下 記条件をもって,こ れを承諾します。

記

1題 目

2担 当 者 氏 名

3完 了予定期 日

4所 要費用担当額

5所 要費用納期

提供を要する器

6麟 鱒一
i

5出 版

A美 術研究
1

昭和7年1月 創刊,昭 和43年3月 第253号 を発行。 当研究所 美術部の調査研 究の成

果 を公表す るための機関誌。主 として所 属研究員 の執筆 にかか る論文,研 究 資料,図

版解 説,美 術 関係文献 の校刊等 を掲載 し,と きに所外研究者 の寄稿 を受けるこ ともあ

る。A4判,各 号本文48頁,原 色 図版1,単 色図版5,各 年度6冊 刊行。
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昭 和41年 度(第243号 ～第248号)

昭和42年 度(第249号 ～第253号,第253号 は2冊 合併号)

B日 本美術年鑑

Ⅳ 調 査 研 究

昭和11年10月 創刊,毎 年1冊(た だ し昭和19～21年 版 および昭和22～26年 版 は各1

冊)出 版 し,昭 和43年3月 までに26冊 を刊行 した。 内容 は,毎 年1月 か ら12月 までの

わ が国美術界 の活動,情 勢 を記録する もので,美 術 界年 史,展 覧会,物 故者略歴,雑

誌単行図書美術文献 目録,美 術関係諸施 設,美 術関 係団 体,人 名簿等 を収録 し,所 内

研究員 の調査 ・執筆 による。

C保 存科学

昭和39年3月 創刊 の機 関誌 で,今 後年1冊 の出版 を計 画 している。昭 和43年3月 ま

でに4冊 を刊行 した。それ以前 の研究発表は,古 文化資料自然科学研究会 の機関誌で

あ る古文化財 の科 学(昭 和26年1月 創刊,昭 和40年3月 までに18冊 刊行)に 掲載 して

きた。内容は,文 化財 の保存 と修理 に関す る科学的研究であって,所 属研究員 の執筆

に かか る論文,報 告等である。

Dそ の他の出版物

美術部

支那古版画図録

吉備大臣入唐絵詞

徽宗纂張萱摘練図絵

鳳鳳堂雲中供養仏

桃山時代金碧障壁画

富貴寺壁画

印度及南部アジア美術資料

光悦色紙帖

菱田春草

能恵法師絵詞

(美術研究資料第1輯)

く

く

く

く

く

く

く

く

く

同

同

同

同

同

同

同

同

同

第2輯)

第3輯)

第4輯)

第5輯)

第6輯)

第7輯)

第8輯)

第9輯)

第10輯)

7

9

10

11

12

13

14

14

15

16

和昭

同

昭

同

同

同

同

同

同

同

M



宮素然筆明妃出塞図巻

日本美術資料

同

同

同

同

近代日本美術資料

同

同

墨跡資料集

同

同

源氏物語絵巻

黒田清輝素描集

栄山寺八角堂

栄山寺八角堂の研究

法隆寺金堂建築及び壁画の文様研究

黒田清輝作品集

東洋美術文献目録

同 続編

東洋古美術文献目録

美術研究索引

美術研究総目録

高雄曼茶羅

東洋美術文献目録

(美術研究資料第11輯)

第1輯

第2輯

第3輯

第4輯

第5輯

第1輯

第2輯

第3輯

第1輯

第2輯

第3輯

明治以降昭和10年 まで

昭和11年 ～ 同20年

昭和21年 ～ 同25年

第1号 ～第100号

第1号 ～第230号

明治以降昭 和10年 まで(再 刊)

ほかに科学研究費補助金(研 究成果刊行費)の 交付を受け,

修で刊行された図書は次のとおりである。

光学的方法による古美術品の研究

東京国立文化財研究所光学研究班編 吉川弘文館

84

昭 和16

同13

同14

同15

同16

同17

同23

同24

同26

同24

同24

同26

同24

同24

同25

同26

同28

同29

同16

同23

同29

昭 和16

同40

同41

同42

または本研究所の監

昭和30

L-_____一.

一 1

噂

i



梁楷

醍醐寺五重塔の壁画

平安時代世俗画の研究

近代日本美術の研究

黒田清輝

高田 修編

秋山光和著

隈元謙次郎著

同

Ⅳ 調 査

便利堂

吉川弘文館

同

大蔵省印刷局

日本経済新聞社

研 究

昭 和32

同34

同39

同39

同41

D

芸能部

標準日本舞踊譜

音盤目録1

芸能の科学 一芸能資料集1一 四世鶴屋南北作者年表

同 一芸能資料集2一 鮫の神楽台本集成

日召不035

同40

同41

同41

●

4

保存科学部

重要文化財円成寺本堂内陣彩剥落どめ

(東京国立文化財研究所受託研究報告 保存科学部

国宝明王院五重塔内部彩色剥落止本作業及び木材の科学的処置

(同

国宝明王院五重塔四天柱塗装処置及び天井板彩色保存処置

(同

国宝西明寺三重塔内部彩色剥落どめ

重要文化財東照宮内部彩色剥落どめ

国宝海住山寺五重塔内陳板絵及び彩色剥落どめ

重要文化財霊山寺三重塔内部彩色剥落どめ等科学処置

重要文化財颪福寺木額,柱 聯,榜 牌等剥落どめ

重要文化財舟屋形内部彩色剥落どめ

国宝興福寺北円党内部彩色保存処置

国宝祭福寺第一峰門彩色剰落どめ

重要文化財本地堂焼損材補修材料の研究

重要文化財崇福寺三門彩色剣落どめ

同

同

同

同

同

同

同

同

同

同

　

u

u

v

u

u

u

u

u

u

第1号)日 召禾035

第2号)同36

第3号)

第4号)

第5号)

第6号)

第7号)

第8号)

第9号)

第10号)

第11号)

第12号)

第13号)

6

6

6

7

7

8

8

9

9

0

0

3

3

3

3

3

3

3

3

3

4

4

同

同

同

同

同

同

同

同

同

同

同
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重要文化財般若寺十三重石塔初重軸石剥落止め硬化処置(同 第14号)

重要文化財吉野水分神社本殿建築彩色剥落どめ(同 第15号)

国宝薬師寺東塔内部彩色剥落どめ(同 第16号)

重要文化財千代神社本殿の向拝手狭の保存修理にかかる保存処置

(同 第17号)

木造神像二脇の科学的保存処置(同 第18号)

6公 開学術講座

美術部

昭和41年11月29日 日本経済新聞社ノ1・ホール

仏像 の起源

源氏絵の系譜

昭和42年12月6日 口本経済新聞社小ホール

平安初期の彫刻について

桃山江戸初 期の工 芸意匠

芸能部

昭和42年10月19～20日 朝 日講堂

第1日

チ ョボの特 質

扮装様式 とその背景

こしらえの技法

第2日

舞 台 と大道 具

タテの変遷

立チマ ワリのこつ

同40'

同40

同41

同41

同42

商田 修

秋11」 光和

久野 健

中川 千咲

浦山 政雄

佐藤 道子

横道菖里雄

実演 坂東八重之助

山路 興造

宮本 瑞夫

三隅 治雄

実演 坂東八重之助
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Ⅳ 調 査 研 究

7開 所記念 日行事

o

昭和41年10月22日 本研究所黒田記念室

中尊 寺金色堂 の保存修理 関野 克

発掘 遺跡 と遺物保存の科学的処置 岩崎 友吉

文化財 の輸送 と梱包 登石 健三

昭和41年10月22・24～26日 本研究所保存科学部庁舎

本研究所保存科学部が近年行 なった次の研究調 査実績 についてパネルを配列展示

1.X線 及 びr特 殊光線透視撮影 による文化財の内部 構造 と破損状況 の 稠 査 例

(中尊 寺金色堂ほか3件)

2

3

4

p◎

顔料に対する赤外効果の調査例(南 蛮人蒔絵の野弁当の覆)

空気汚染による文化財の被害例と記録(滋 賀県千代神社ほか2件)

文化財の材質調査例

合成樹脂による文化財の保存処置と修理例(為 替バンク三井組の木造柱頭飾ほか

8件)

昭和42年11月27日

雪 の王紙祭

黒川 能の技 法

実演 揺 「羽衣」

舞 「神舞」

東京国立博物館謹堂

上座能太夫

下座能太夫

佐藤 道子

横道萬里雄

餌持 泉

上野 左京

ほか

i
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V研 究 施 設

1蔵 書

美術 部 東洋古美術,近 代 日本美術,西 洋美術関係 を主 として,和 漢洋書 を合わせ

て約16,100部,ほ か に美術関係雑 誌,売 立 目録類及 び拓本 がある。

芸能部 雅楽 ・能 ・歌舞伎 ・文楽 ・邦 楽 ・邦舞 ・民俗芸能 ・寄席芸 その他わが国の

伝 統芸 能の 研究 に 必要 な図書2,535冊 を所蔵 する。 演芸 画報 ・歌舞伎新報 ・歌舞伎

(第1次)・ テア ト ロ(第1次)・ 上方 ・民俗芸術 ・口本民俗 ・芸 能復興 ・郷土研 究 ・

旅 と伝説等 の雑誌,丸 本 ・謡本等の台本 も多数収集 してい る。

保存 科学部 古来 の伝統的生産及び工芸技術書,技 術史,ま たは数 少ないそれ らの

科学的究明 を試み た もの。修理報告書,調 査報告書,及 び化学 ・物 理 ・生物学部 門の

保存科 学に関連 ある和洋書 を合わせ て約600冊 を収集 している。

昭和41・42年 度 の新蔵書 は次 のとお りで ある。

美 術 部 芸 能 部 保 存科 学 部
計区 分 和 漢

:t;1洋 書 稽 嬬5洋 轡 和1

0繭1渡'「 粛1}「28{1「-216冊 「1{冊 「32冊i

昭和42年 度16261421'1331・53i

計11・351}・ ・i349i11・ ・1

・冊口,867冊

5859

1111,8(i7

亀

A

2資 料

亀

美術部 主 として写真 に よる美術研究資料 であるが,そ の収集 の目的 は,内 外 の資

料 をあまね く収集 整理,保 管 して,そ の完壁 な収集箇所 として美術 の研究 に資す る

ことで ある。 この趣 旨に基 づいて設立 当初 か ら写真撮影 による資料 の作成 をは じめ,

印刷物 を整理 して これに加 える等そ の収集 につ とめ て い る。 資料 の内容は,日 本美

術,東 洋美術,西 洋美術,お よび明治,大 正美術 に大別 しさらにこれ を絵画,彫 刻,
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工芸,建 築 等に分類整理 している。 その数は特別大型の ものか ら小 型の も の ま で 約

120,000点 がある。写真資料 のほか に印譜,図 版 カー ド等 がある。

芸能部 レコー ド・録音 テープ ・写真(35ミ リ ・8ミ リ・16ミ リシネ を含む)等 に

よ る芸能資料を多数 そなえている。 レコー ドには毎年各製作会社か ら発売 される伝統

芸 能関係 レコー ドのほか,昭 和35年 度文部省機関研究費に よって購 入 した安原 コレク

ヨン レコー ド5,450枚 が含 まれ ている。 安原 コレクシ ョンは,明 治 ・大 正 ・昭和三代

にわた って刊行 され た各種邦 楽 レコー ドを網羅 したもので,近 代におけ る邦楽の実態

と変遷を知 る上 での貴重 な資料 となるもので ある。録音テープ及 び写真 は,雅 楽 ・能

・歌 舞伎 ・文 楽 ・邦楽 ・邦舞 ・民 俗芸能 その他の伝統芸能 を対 象に記 録 してきた もの

で,奏 演法 の解析 を中心 と した写真 ・テープ,あ るいは各種文書 の記録写真 な ども含

んでい る。種別 による所蔵数 は次の とお りである。

区 分 ・・一ド警 ∴ 写 真1
8穿 結,

昭 和4・ 鞍 以 前 匡623炊555本119・ 本}・2,・00;,',i85本}・ 本

昭 和4・ ‐4asrl1341・5i65134・1141・
Ⅲ 一 一`斑 ㎜ コ

・,・・7660255「52,3・0―gglT

3機 器 ・ 設 備

の

q

美術部

光学的研究設備

光学的 鑑識 法を東洋古美術 晶の研究 に応用す ることは当研究所 において既 に戦前か

ら企図 されていたが,昭 和27年 度 にはそれ までの予備的研究成果 と海外におけ る研究

設備 を参考 と し,科 学研 究費(機 関研究)の 交付 を受 けて本格的な設備を整えるにい

たった。その後 も技 術的 な進 歩に即応 して新規の装置 を加え,美 術史学の実証的研究

に多大の貢献 を している。現在 の主要設備 を類別する と次の とお りである。

IX線 透過撮影装置

(1)固 定式 白色X線 装置(100KV)1式

(2)固 定式単色X線 装置(80KV)1式
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(対螢光板,支 持台,防X線 用衡 立等)

(3)可 搬式 白色X線 装置1式

(4)可 搬式 ソフテ ックス装置(J型)1式

(5)携 帯用 ソフテ ックス装置(E型)1台

II紫 外線照射装置

(1)固 定式照射装置2台

(2)可 搬式照射装置(ブ イ リップス紫 外線 ランプ125W及 び専用 トランス)2台

(3)携 帯用紫外線 検査器1台

mナ トリウム ランプ照射装置2台

Ⅳ 赤外線 暗視装置及 び間接撮影装置

(1)双 眼実体顕微鏡及 び写真撮影装置1式

(2)新 型双眼実体顕微鏡及 びカラー顕微鏡写真同時撮影装置(可 動支 持台及 び携

帯用スタン ド)1式

マイ クロ写真 関係設備

マイクロ方式 に よる古文化財 関係基礎資料 の収集調査 を目的 とし,昭 和36・:17年度

科学研究費(機 関研究)に よ り次 の設備 を整え,研 究に活用 してい る。

1マ イク ロ写真撮影装置1式

(付 自動現像機,プ リンター,引 伸機,乾 燥機 等)

∬ マイク ロ閲読機(ル ーモ社製)3台

1皿 リーダープ リンター

芸能 部

各種伝統芸能 の記録及び分析研 究のための設備 ・機 器を所有す る。昭和9'度 にお

いては機関研究費に よって ビデオ コー ダ及 び16ミ リフィル ム分析装置 を聴入 した。 ビ

デオコーダーは,研 究の対 象 となる各 種の芸能 の音 と画像 をテープに収録 し,そ れ を

机 上に備えつけたブラ ウン管及 びスピーカーで,同 時 に再生す る装置で,音 と画像 を

常時必要な回数繰返 し再生 でき,再 生 の速度 も,普 通速度 のほか に,115の 低速 まで連

続的に落せ るので,採 譜や測定 に有利 である。16ミ リ分析装置は16ミ リ撮影機で紀録

したフ ィルムを分析解 明す る装置 で,机 上 に備 え付 けたスク リー ンに,1コ マずつの

映写がで き,1コ マずつ送 って行 ける。また秒速5～24コ マ連続 に変換 ので きる変速
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V研 究 施 設

映写や,逆 転映写 も可能で ある。 これによ って像 の測定分析 や舞踊譜 その他の採譜記

録 を行 な うことがで きる。

1設 備

(1)録 音室1室

(2)レ コー ド資料室1室

II機 器

(1)ピ ッチ レ コー ダー

(2)テ ー プ レ コー ダー

(3)ビ デオ コーダー

(附属 品)

9イ ンチテ レビ

ピクチ ュアモニター

ビデオカ メラ

48時 間用 タイマー

(4)16ミ リ撮影機

(5)〃 映写機

(6)8ミ リ撮影機

(7)〃 映写機

(8)35ミ リ写真機

(9)16ミ リフィルム分析 装置

保 存科学部

主 な研究設備

装 置 名

1台 日本電子測 器K・K製

5台(う ち1台((ナ グラ製))昭 和42年

度購入)

1台 ソニー社(昭 和42年 度購入)

台

台

.
,

.-

.

ム
ロ

ム
ロ

ム
ロ

ム
ロ

ム
ロ

ム
ロ

ム
ロ

ム
ロ

ー

1

1

1

2

1

4

1

ア リフレックス社製

エルモ社製

ベル ・ハ ゥエル社,エ ルモ社製

エル モ社製

コダ ック社製(昭 和42年 度購入)

型式又は性能 製造会社名

恒 温 恒 湿 槽

サンシ ャイン ウェザー メーター

真 空凍結乾燥装置

アムス ラー強度試験 機

紙耐揉強度試験機

一30°^-60°C

WE-SUN-HC

500kg

東洋理科工業
//

加藤万製作所

東 京 衡 機

上 島 製 作 所
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光電分光光度計

発光分光分析装置

螢光X線 分析装置

X線 回折装置 およびデバイ ・シェラーカメ

ラ,ラ ウエカメラ

X線 発生 装置(透 視写真用)

ii

//

真空蒸着装置

金 属 顕 微 鏡

生 物 顕 微 鏡
ii

表面 アラサ顕微鏡

C・-60,γ 線線源

//

ガイガー ・ミュラー計数装置

自記 分光放射計

ガス クロマ トグラフ

(水素 イオン 化検 出器 ・熱伝導検出器 ・熱

分解 装置付)

回折格子 自紀 赤外分光光度計

〃 赤 外顕微鏡

弓1?長i試験機

EPU-2型

D-4型

ウェル テ ス ー2QQ

医 療 用 愛 国 号

ソフ テ ック スsL

CU-6S

PMF

LCMbi

RItr

3キ ュ リー

0.2キ ュ リー

32型

SR-1型

K-53型

IR-G型

IPM-3型

5kgMKS型

日 立

(当研究所組立)

理 学 電 機
ノノ

島 津
ノノ

小 泉 製 作 所

1徳 川 製 作 所1

オ リ ン パ ス

千 代 田 光 学

//

ラ イ ツl

ll

I科 研I

Il本 分 光 工 塾株

式 会 祉

}。 立 製 作 所 し

11

11
　

甲 本分光1梁
//

丸菱科学製作所

●

■

文化財 の特殊性 と して,材 質の劣化現 象究明のための試験機類,非 破壊的方法 によ

る材質調査 のた めの分析機据類,及 び微 少試料 の分析,調 査な どに用 いる顕微鏡類 な

どがある。

4黒 田 記 念 室 鼻

この記念室は,本 研究所 の創立者故帝 国美術院長子爵黒 田清輝 の功績 を記念す るた

め に設 け られた もので,そ の油絵,素 描,画 架等 を陳列 している。

収蔵 され てい るものは,油 絵125点,素 描170点,ス ケ ッチブ ック等若 干である。 こ

れ らは創立 当時主 と して黒 田家か ら寄贈 された ものであるが,そ の後,樺 山愛 輔,黒
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田照子,田 中良等 か らの寄贈 もふ くまれ てお り,随 時陳列替 を行なっている。毎週木

曜 日午後1時 か ら4時 まで 一般 に無料公 開 し て い る。 陳列品の主な ものは,「知感

情」,「花野」,「湖畔」,「赤髪の少女」,「もるる 日影」,「温室花壇」等である。

黒田子爵記念室観覧規程

第1条 本研究所 の黒田子爵記 念室(以 下単 に 「記念室」 とい う。)は,こ の規 程 に

よって一般に公開す る。

第2条 観覧は無料 とする。

第3条 観覧者は,備 付けの帳簿に現 住所,氏 名を記載 し,掛 員 の指示 を受 けるもの

とす る。

第4条 陳列品の模写又は写真撮影を希望 する者 は,予 め書面 によ り届 出で許可 を受

けなけれ ばならない。

第5条 観 覧者は,記 念室内において左の事 項を行 ってはな らない。

一 陳列 品に手 を触れ ること。

ニ インク,墨 汁等 を使用す ること。

三 飲食及 び喫煙 をなす こ と。

第6条 観 覧者が この規程 に違反 し,又 記念室公開の趣 旨に反す る行為がある と認 め

る ときは,退 場 を命ず るこ とが ある。

第7条 観覧 の 口時は毎週木曜 日午後1時 か ら同4時 まで とし,観 覧 を停止す る 日は

左の通 りとする。

祝 日

開所記念 日(10月18圓)

年 末年始(12月25日 か ら翌年1月6日 まで)

夏期(7月210か ら8月31日 まで)

第8条 本 研究所 にお いて必 要が ある ときは,前 条の 日時 を随時変更す る こ と が あ

る。但 しこの場合は予め掲示する。

5閲 覧 室

本研究所美術部の図書及び研究 資料 は主 と して研究 者,学 者,美 術関係専攻の学生

等に公 開 している。年間 の閲 覧者数は,延1,200名 程 度である。
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